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㎰ሙの๐㋟グ㘓からみる㋟⑓の傾向とᑐ⟇ 

 

 

ụ山 ஽  ᰿ᮌ ៞ᙪ  佐藤 ె⨾  ᯇᑿ みなみ 

大ᒇ ༟ᚿ  ᮡ山 ᐃ  Ᏹ㔝 進  ᮏ⏣ ┤ᶞ  高ᕷ ┤Ⓩ 

እ科分科会 

 

せ ⣙ 

日ࠎの診⒪において、㋟⑓をᢪえる牛が┠につく஦はあるが、必ࡎしも診⒪౫㢗があるわけで

はなく、ᆅᇦࡸ㎰ᐙによってその㢖ᗘは␗なる。㎰ሙにᑐしてㆤ㋟のᥦ᱌ࡸᣦᑟをする上で、牛

⩌㋟の≧ែをṇ☜にᢕᥱすることは必㡲であり、そのためには๐㋟のグ㘓もᇶにすࡁ࡭である。 

今回、┴ୗの 4㎰ሙについて 2ᖺ間の๐㋟グ㘓を཰㞟し調査した。⤖ᯝ、す࡭ての㎰ሙにおい

て診⒪で診る㋟⑓の傾向と๐㋟の㋟⑓の傾向は␗なった。また、2 ㎰ሙについては㊑⓶⭵炎の⶝

延が῝้であり、ᑐ⟇を必要とする≧ἣであった。ㆤ㋟のためには牛⩌㋟の㋟⑓の傾向と割ྜを

▱ることが大前ᥦであり、๐㋟グ㘓の㞟✚を⥅⥆して⾜࠺ことが㔜要であると考える。 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：牛⩌㋟㸪ㆤ㋟㸪๐㋟グ㘓㸪㋟⑓ࠚ 

 

㊤⾜は㓗㎰⤒Ⴀにとって大ࡁなᦆኻとな

っている。乳㔞のῶᑡによる⤒῭ⓗᦆኻ、㊤

⾜牛にᑐする἞⒪と⟶⌮に要するປ㈤、およ

の⑓牛が⿕っているᦆᐖを㝖くためのࠎ個ࡧ

㈝用である 1）。㋟⑓は㊤⾜を㢧ⴭに示す୺な

ཎᅉであり、㐠ືჾ⑌患そのものにとどまら

᥋ⓗ࣭間᥋ⓗに⏕産性のపୗをもたら┤、ࡎ

している。 

ᡃࠎは日ࠎの診⒪ࡸ⦾Ṫ検診で㋟⑓をᢪ

える牛を┠にすることは多い。しかしながら、

┠にするとい࠺だけで診⒪の౫㢗が↓く、そ

のままᨺ⨨されるとい࠺こともある。㎰ሙに

よって㋟⑓の診⒪౫㢗の㢖ᗘは␗なり、ṇ☜

な㋟⑓の傾向をᢕᥱでࡁているとはゝい㞴い。

そのよ࠺な⌧≧でㆤ㋟のᥦ᱌ࡸᣦᑟを⾜って

もⓗእれになるとゝわࡊるをᚓない。 

ᑐして๐㋟ᖌは牛ࠕ⩌ のࠖ๐㋟を⾜࠺ため、

㋟⑓の傾向をṇ☜にᢕᥱでࡁるとᛮわれる。

そこで、๐㋟᫬のグ㘓を㞟✚でࡁれࡤ診⒪で

ぢえてこないṇ☜な牛⩌㋟の⌧≧がᢕᥱする

ことがでࡁると考えた。今回、4 ㎰ሙについ

て約 2 ᖺ間の๐㋟グ㘓を㞟཰࣭調査を⾜い、

㎰ሙのၥ㢟を検討した。 

 

ᮦᩱ�ࡧࡼ᪉ἲ 

⯋ストーࣝ牛࢖ࢱ  2 ㎰ሙ（6 ∾ሙ、8 ∾ሙ）

リーストーࣝࣇ 2 ㎰ሙ（7 ∾ሙ、< ∾ሙ）を㑅

ᐃし、2014 ᖺ 10 ᭶から 2016 ᖺ 11 ᭶までの

診⒪࢝ࣝࢸ௳数と๐㋟グ㘓をそれࡒれ཰㞟し

た。 

ストーࣝ㎰ሙについて、6࢖ࢱ  ∾ሙは㣫㣴

㢌数 40 㢌、ᖺ間 2 回๐㋟を⾜っている。๐㋟

グ㘓は 2016 ᖺ㸵᭶と 12 ᭶の 2 回について㞟

ィした。8 ∾ሙは㣫㣴㢌数 50 㢌、ᖺ間 2 回๐

㋟を⾜っている。๐㋟グ㘓は 2015 ᖺ 10 ᭶と

2016 ᖺ 5 ᭶の 2 回について㞟ィした。 

リーストーࣝ㎰ሙについて、7ࣇ  ∾ሙは㣫

 

 

㣴㢌数 140 㢌、᭶に 1 回以上ᖹᆒ 16 㢌๐㋟を

⾜っている。๐㋟グ㘓は 2016 ᖺ 2 ᭶から 2016

ᖺ 10 ᭶までの 11 回について㞟ィした。< ∾

ሙは㣫㣴㢌数 500 㢌、᭶に㸯回ᖹᆒ 4� 㢌๐㋟

を⾜っている。๐㋟グ㘓は 2014 ᖺ 12 ᭶から

2016 ᖺ 10 ᭶までの 23 回について㞟ィした。 

 診⒪࢝ࣝࢸについて、➨一⑓ྡが㋟⑓の࢝

を㞟ィした。๐㋟グ㘓については、඲๐ࢸࣝ

㋟㢌数と㋟⑓の✀㢮ࡈとに㞟ィし、その割ྜ

をそれࡒれẚ㍑した。 

 

ᡂ ⦼ 

 診⒪࢝ࣝࢸ௳数の㋟⑓の内ヂは、⏕産獣་

⒪ᨭ᥼ࢱࣥࢭーが 1�6 ௳で࢝ࣝࢸ⥲数に༨め

る割ྜは 5�6㸣であった。㋟ᗏ₽⒆ �5 ௳、ⓑ 

帯⑓ 36 ௳、㊑⓶⭵炎（以ୗ、''）18 ௳であ

った。༡㒊ᐙ畜診⒪ᡤは 121 ௳で࢝ࣝࢸ⥲数

に༨める割ྜは 3�1㸣で、㋟ᗏ₽⒆ 63 ௳、ⓑ

帯⑓ 16 ௳であった。す㒊ᇶᖿᐙ畜診⒪ᡤは

113 ௳で࢝ࣝࢸ⥲数に༨める割ྜは 1�8㸣で、

㋟ᗏ₽⒆ 46 ௳、ⓑ帯⑓ 23 ௳、㊑間ࣔࢢࣞࣇ

ーࢿ 20 ௳であった。す㒊ᐙ畜診⒪ᡤは 86 ௳

で࢝ࣝࢸ⥲数に༨める割ྜは 1��㸣で、㋟ᗏ

₽⒆ 4� ௳、໬⮋性㋟⓶炎 22 ௳であった。北

㒊ᇶᖿᐙ畜診⒪ᡤは 485 ௳で࢝ࣝࢸ⥲数に༨

める割ྜは 4�2㸣で、㋟ᗏ₽⒆ 130 ௳、''112

௳、ⓑ帯⑓ �6 ௳であった。┿ᗞᐙ畜診⒪ᡤは

21 ௳で࢝ࣝࢸ⥲数に༨める割ྜは 0�8㸣で䛒

った。ⵛ山ᐙ畜診⒪ᡤは �1 ௳で࢝ࣝࢸ⥲数に

༨める割ྜは 1�4㸣で、ⓑ帯⑓ 23 ௳、㊑間ࣇ

ࢿーࣔࢢࣞ 21 ௳、㋟ᗏ₽⒆ 16 ௳であった。 

 6 ∾ሙ（࢖ࢱストーࣝ）のᖺ間の延࡭๐㋟

㢌数は84㢌、㋟⑓⋡は25㸣で、㋟ⴥ炎が12㸣、

㋟ᗏ₽⒆が 8㸣を༨めていた（図 1）。㋟⑓の

診⒪࢝ࣝࢸ௳数は 1 ௳であった。 

� � 6 ∾ሙ�ᖺ㛫๐㋟㞟ィ�㋟⑓⋡ ��㸣� 

 

 8 ∾ሙ（࢖ࢱストーࣝ）のᖺ間の延࡭๐㋟

㢌数は 56 㢌、㋟⑓⋡は 43㸣で、㋟ᗏ₽⒆と

ⓑ帯⑓がそれࡒれ �㸣、'' と㋟ⴥ炎がそれࡒ

れ 5㸣、」数㋟⑓をもつものが 13㸣を༨めて

いた（図 2）。㋟⑓の診⒪࢝ࣝࢸ௳数は 6 ௳で

あった。 

� � 8 ∾ሙ�ᖺ㛫๐㋟㞟ィ�㋟⑓⋡ ��㸣� 

 

 7 ∾ሙ（ࣇリーストーࣝ）の延࡭๐㋟㢌数

は 164 㢌、㋟⑓⋡は 60㸣で、'' が 30㸣、㋟

ᗏ₽⒆が 12㸣、」数㋟⑓をもつものが 11㸣を

༨めていた（図 3）。㋟⑓の診⒪࢝ࣝࢸ௳数は

�3 ௳で、'' が 2� ௳、㋟ᗏ₽⒆が 24 ௳、ⓑ帯

⑓が 1� ௳、㊑間ࣔࢢࣞࣇーࢿが 10 ௳、㊑間

㐣ᙧᡂが � ௳あり、࢝ࣝࢸ⥲数に༨める㋟⑓

の割ྜはࢸࣝ࢝ 33�2㸣であった（図 4）。 
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₯在性子宮内膜炎の早期診断におけるメトリチェックの有用性 

 

 

ᯇᑿ みなみ  ட᳃ Ὀஅ  ṇᮌ ୔༤  すᕝ 㐩ஓ  Ụⲡ ెᙪ 

Ⲩᮌ ຬ௓  ᳃⏣ ᗣᗈ  ᓘ⏣ 大ᚿ  Ώ㑓 ༟ᙗ  ▼⏣ ࿴子 

高ᒸ ளἋ子  ᮧ上 ṇᾈ  Ᏹ㔝 進  佐藤 ె⨾ 

⦾Ṫ分科会 

 

せ ⣙ 

 子宮内膜炎は、牛の⦾Ṫᡂ⦼をపୗさࡏる要ᅉの一つである。今回、子宮内膜炎の早期診断を

┠ⓗとして、分娩後 40 日前後、60 日前後の個体およࡧリピートブリーダー牛にᑐしてメトリチ

ェックによる粘液評価をᐇ᪋した。また、その後の空胎日数との関㐃性を調査したので報告する。

分娩後 40 日前後では、産次が進むほどメトリチェックのスコアが高くなる傾向がみられたが、

分娩後 60 日前後では産次とスコアの間に相関はみられなかった。このことから、高産次の個体

では子宮内膜炎の早期摘発として分娩後 40日前後の粘液評価が有用である可能性が示唆された。

また、リピートブリーダー牛では、メトリチェックのスコアが高くなるにつれてその後の空胎日

数が延長する傾向がみられたことから、୙ཷ胎のཎᅉの多くが子宮ཎ発であると考えられた。 

 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：メトリチェック、₯在性子宮内膜炎ࠚ 

 

子宮内膜炎は子宮⑌患の中で᭱も発⏕㢖

ᗘが高く、ཷ胎⋡のపୗ、初回ᤵ⢭の㐜延、

分娩間㝸の延長➼、牛の⦾Ṫᡂ⦼をపୗさࡏ

る要ᅉの一つである。特に子宮内膜炎の診断

においては、超音波画像診断⿦⨨を用いても

ᅔ㞴をᴟめ、メトリチェック（6LPFUR 7HFK 

/WG�）を用いた診断が有用とされている㸯）。

しかし、メトリチェックによる子宮内膜炎の

診断は⌧ሙではあまりᬑཬしていないのが⌧

≧である。子宮内膜炎をᢪえた個体を早期に

ண でࡁれࡤ、ண㜵ࡸ἞⒪ィ画を❧てること

がでࡁ、その後の⦾Ṫᡂ⦼పୗを㜵ࡄことが

でࡁると考えられる。今回、子宮内膜炎の早

期診断を┠ⓗとして、乳牛およࡧ࿴牛をᑐ㇟

にメトリチェックによる粘液評価を⾜い、そ

の後の空胎日数との関㐃性を調査したので報

告する。 

 

ᮦᩱ�ࡧࡼ᪉ἲ 

ᖹᡂ 2� ᖺ 2 ᭶からᖹᡂ 28 ᖺ � ᭶まで

の間に┴内 � 診⒪ᡤ⟶内で࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ✀、

ー✀、㯮ẟ࿴✀⤒産牛にᑐして分娩ࢪーࣕࢪ

後 40 日前後およ60 ࡧ 日前後にメトリチェ

ックによる粘液評価を⾜った。また、子宮の

ゐ診➼に␗ᖖを認め3、ࡎ 回以上ேᕤᤵ⢭を

⾜ってもཷ胎ࡎࡏ、分娩後 180 日以上⤒㐣し

ているリピートブリーダー牛にᑐしてもメト

リチェックによる粘液評価を⾜った。粘液評

価によるスコアは、ΰධ物の有↓ࡸ⮯いによ

り 5 ẁ㝵に分㢮した（図 1）。 

 

 

 

�� FP

スコア 0 スコア 1 スコア 2 スコア 3 スコア 4
透明な粘液 膿断片を含んだ

透明な粘液
膿の割合が
��� 未満

膿の割合が
��� 以上

スコア � の外観
かつ悪臭を伴う

メトリチェックによる腟粘液の評価

 
� � ⭼⢓ᾮ�ホ౯ 

 

ᡂ ⦼ 

ձ 乳牛におけるメトリスコアと空胎日数の

関ಀ 

 分娩後 40 日前後、60 日前後ともにメトリ

スコアと空胎日数の間に相関は認められなか

ったが（図 2,3）、分娩後 60 日᫬Ⅼまでにス

コアがᨵၿしている個体が多くみられた（図

4）。また、分娩後 40 日前後では、産次が進む

ほどメトリスコアが高くなる傾向がみられた

が（図 5）、分娩後 60 日前後では、産次とス

コアの間に相関はみられなかった（図 6）。さ

らに、初産、2 産の個体では分娩後 60 日前後

の᫬Ⅼでスコアが 1 以上のものはその後の

空胎日数が延長する傾向がみられた（図 �, 8）。 
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ダࢪ࢖ェスチࣙࣥアࢨ࢖ࣛࢼーを用いた⣅౽の性≧分ᯒ 

 

 

▼஭ さࡸか  高ᕷ ┤Ⓩ  ⏣ᮧ ᒎᩄ  ᳃ᮏ 高㍤ 

␏ᓮ ṇ඾  Ụⲡ ెᙪ  㰻藤 ឡ  ▼⏣ ࿴子 

Ᏹ㔝 進  佐藤 ె⨾  ᯇᑿ みなみ 

内科分科会 

 

せ ⣙ 

⣅౽性≧がࣝーメࣥᶵ能ࡸୗ㒊ᾘ໬⟶の≧ែを཯ᫎする஦はよく▱られている。しかし、その

ᐈ観ⓗな評価ࡸ⏕産性との関㐃௜けはᅔ㞴であった。ᮏ調査では、乳牛の⣅౽をὙίしᮍᾘ໬ṧ

´の㔞の評価と、ྠ ᭶の乳ᡂ分との関ಀを調࡭た。⤖ᯝとして、ᮍᾘ໬ṧ´の多い牛⩌において、

乳⬡⋡のపୗと、3)ẚの上᪼がみられ、ࣝーメࣥアࢻࢩーࢩスによるࣟࣝࢭース分ゎ能ຊのపୗ

が示唆された。以上のことから、⣅౽はࣝーメࣥᶵ能と乳牛の⏕産性を཯ᫎし、⡆᫆に評価が可

能なᣦᶆであると考えられた。 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：⣅౽検査、乳ᡂ分、ࣝーメࣥアࢻࢩーࢩスࠚ 

 

⣅౽はࣝーメࣥࡸୗ㒊ᾘ໬⟶の≧ែをよ

く཯ᫎし、౵く性↓くᐜ᫆に観察でࡁること

から⏕産⌧ሙあるいは診⒪における⑓ែ評価

にしࡤしࡤ用いられている。⣅౽の性≧を評

価する᪉ἲとして⣅౽スコア、あるいはブー

スト➼が存在するが、୺観ⓗ、⤒㦂ⓗなࢸࢶ

もので、ᐈ観ⓗな評価と⏕産性࡬の関㐃௜け

はᅔ㞴であった。 

ᮏᖺᗘ内科分科会では、乳牛の⣅౽性≧と

⏕産性との関ಀをồめるⅭ、ダࢪ࢖ェスチࣙ

ࣥアࢨ࢖ࣛࢼー（ࢼスアࢢリࢧーࣅス）を用

いて、乳牛の⣅౽性≧の評価を⾜った。   

 

ᮦᩱ�ࡧࡼ᪉ἲ 

 Ἢ乳初期（分娩 20㹼40 日）の牛⩌、஝乳期

の牛⩌からそれࡒれ 3 㢌以上の⣅౽をᆒ➼に

᥇ྲྀし、ダࢪ࢖ェスチࣙࣥアࢨ࢖ࣛࢼーを用

いてὙίを⾜った。ダࢪ࢖ェスチࣙࣥアࣛࢼ

୕、ーはࢨ࢖ ᒙのࡩるいᵓ㐀で、上ẁが 4��PP  

中ẁには 3 ੈ、ୗẁには 1�5P のᏍが開いてお

り、ᾘ໬ṧ´の⢏子ࢬ࢖ࢧにᛂࡌて分㞳され

る。ὶỈで༑分にὙί後、ྛᒙにṧったṧ´

のỈ分を⤠り、㔜㔞をィ し、඲体に༨める

ྛᒙの割ྜをồめた。 

 

ᡂ ⦼ 

 Ἢ乳期の分ᯒ⤖ᯝを示す。ୗẁの割ྜが多

いほどᾘ໬効⋡がⰋいと評価され、上ẁ 10㸣

以ୗ、ୗẁ 50㸣以上が᥎ዡされている 1）。㎰

ᐙによって割ྜは大ࡁく␗なり、᥎ዡされる

上ẁ 10㸣以ୗを‶たす㎰ᐙは 3割⛬ᗘであっ

た（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

� � Ἢஙᮇศᯒ⤖ᯝ 

 

調査ᐇ᪋᭶の乳ᡂ分と、上ẁと中ẁの༨め

る割ྜとの関ಀをᩓᕸ図に示した。乳㔞につ

い て は ᙅ い ṇ の 相 関 関 ಀ が 認 め ら れ た

（U 0�34）(図 2)。乳⬡⫫については㈇の相

関関ಀが認められた(U -0�3�)（図 3）。3) ẚ

に つ い て は ṇ の 相 関 関 ಀ が 認 め ら れ た

(U 0�48)（図 4）。 

また、஝乳期牛のᮍᾘ໬⧄⥔ṧ´⋡と、ྠ

一牛⩌Ἢ乳牛の乳㔞についてはᙅいṇの相関

関ಀ（U 0�2�8）、3) ẚについてもṇの相関関

ಀ(U 0�32�)が認められた。 

 

 
� � ங㔞 

 

 
� � ங⬡⫫ 

 

 

� � 㹎㹄ẚ 

  

� � 

 ⣅౽性≧とそれに示される㣫ᩱのᾘ໬効⋡

は、牛⩌によってかなりのኚືがみられ、そ

れࡒれの牛⩌のࣝーメࣥ⎔ቃを཯ᫎしている

と᥎ される。 

ダࢪ࢖ェスチࣙࣥアࢨ࢖ࣛࢼーを用いて

⣅౽をὙίすると、ᮍᾘ໬のものは上ẁある

いは中ẁに、ᾘ໬された⣽かいṧ´がୗẁに

ṧる。ᚑって、上ẁと中断に多㔞のṧ´がṧ

るሙྜ、ᮍᾘ໬⧄⥔が多いことを示しており、

すなわࣝࡕーメࣥᶵ能のపୗを⾲している 2)。
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ཎᅉとしては、ࣝーメࣥアࢻࢩーࢩスࡸ &3

あるいは 1)& の୙㊊、アࣥࣥࣛࣂスによるࢭ

ࣝࣟース分ゎ⳦のά性పୗ 3）、あるいは༢純

にリࣥࢽࢢの多い⢒ᝏな⢒㣫ᩱ⤥୚によるᮍ

ᾘ໬⧄⥔᤼ἥ㔞のቑຍ➼が考えられる。 

 ᮏ調査の⤖ᯝ、上中ẁにṧ´の多い牛⩌に

おいて、乳⬡⫫⋡のపୗ、3) ẚの上᪼と乳㔞

の上᪼がみられた。これはண᝿され࠺る⌧㇟

で、ࣝーメࣥアࢻࢩーࢩスによりࣟࣝࢭース

分ゎ⳦ά性がపୗしている≧ែを乳ᡂ分࣭౽

性≧ともに཯ᫎしていると考えられる。ᮍᾘ

໬⧄⥔の割ྜが多い牛⩌で、乳㔞が高い傾向

がみられたⅬについてはゎ㔘がᅔ㞴であるが、

一つにはᰤ㣴要ồを‶たすため᥇㣗㔞がቑຍ、

ࣝーメࣥ㏻㐣㏿ᗘが上᪼し、ᮍᾘ໬のまま᤼

ἥされている㣫ᩱがቑえた可能性が考えられ

る。 

また஝乳牛の⣅౽においてᮍᾘ໬⧄⥔の

割ྜが多いሙྜに、ྠࡌ牛⩌のἪ乳牛の 3)

ẚが高い傾向がみられた。これについては஝

乳期の 1)&、&3 のアࣥࣥࣛࣂスによりࣝーメ

ࣥᚤ⏕物のά性がపୗし、Ἢ乳期の஝物ᦤྲྀ

㔞にᙳ㡪をཬࡰしている可能性がある。今後

஝乳期については⏕産性࣭⑌⑓発⏕の㠃から

どのよ࠺な≧ែが⌮᝿であるのか、調査して

いく必要がある。 

以上の⤖ᯝから、౽性≧はࣝーメࣥᶵ能と

⏕産性を཯ᫎし、かつ⌧ሙで⡆᫆に示すこと

のでࡁる有用なᣦᶆであると考えられる。 

今後は牛⩌の⾑液性≧ࡸ⑌⑓発⏕との関

ಀもồめ、牛⩌の≧ែならࡧに⏕産性評価の

一ᣦᶆとしたい。 

 

����  

（1）/L 6� 1, 'DQVFKHU $�0�2, DQG 3ODL]LHU 

-�&�1�6XEDFWXH 5XPLQDO $FLGRVLV (6$5$) LQ 

GDLU\ FDWWOH,HFRZ-XN,�-6(2013) 

（2）.�&RQWDQFK DQG -�'DUUDK�)HFDO 

IUDFWLRQV RI WKH 1$6&2 'LJHVWLRQ 

$QDO\]HU�&DUJLOO 0DQXUH 6FUHHQHU,7KH 

:LOOLDP + 0LQHU $JULFXOWXUDO 5HVHDUFK 

,QVWLWXWH )DUP 5HSRUW,1-2,-XQH(2012) 

（3）中ኸ畜産会：日ᮏ㣫㣴ᶆ‽乳牛（2006

ᖺ∧）,➨ 2 ∧,�6-�8：♫ᅋἲே中ኸ畜産会

(200�) 

஝乳期の⾑液性≧が分娩後の乳⢾⋡にཬࡰすᙳ㡪 

 

 

Ⲩᮌ ຬ௓  大㈡ まりえ  すᕝ 㐩ஓ 1) 

⏕産獣་⒪ᨭ᥼ࢱࣥࢭー 1)北㒊ᇶᖿᐙ畜診⒪ᡤ 

 

せ ⣙ 

乳ᡂ分は、約 88㸣のỈ分と、乳⬡⫫、乳⺮ⓑ、乳⢾、⅊分がྵまれる。乳⢾は約 4�5㸣とᅛᙧ

分において᭱も高い割ྜを༨める。また、⫢⮚⏕ᡂのブ࢘ࢻ⢾に大ࡁく౫存していることから、

࿘産期⑌⑓の発⏕ண をᢸ࠺஝乳期の⾑液性≧と分娩後約 3ࣨ᭶の乳⢾⋡ᖹᆒにどのよ࠺な関㐃

性があるのかについて調査を⾜った。஝乳前期࣭後期を㏻してᰤ㣴の඘㊊を示す 7-FKR と㣚㣹を

示す 1()$ において、乳⢾⋡との間に㈇の相関が認められた。後期においては乳⢾⋡と %+%$ でṇ

の相関が認められた。これらよりἪ乳初期からの乳⢾⋡をಖᣢするためには、஝乳期をప࢝ࣟリ

ーにて஝物ᦤྲྀ㔞を඘㊊さࡏ、後期においては㓗㓟྾཰をቑ大さࡏるため、ࣝーメࣥ⎔ቃをᩚえ

ることが㔜要であると考えられた。 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：%+%$ ஝乳期 1()$ 乳⢾⋡ 7-FKRࠚ 

 

牛乳中のᡂ分は、約 88㸣のỈ分の௚にᅛᙧ

分として、乳⬡⫫、乳⺮ⓑ、乳⢾、⅊分がྵ

まれる。この中でも乳⢾は約 4�5㸣と᭱も高

い割ྜを༨めるが、乳⬡⫫、乳⺮ⓑと␗なり

個体乳㔞ࡸᏘ⠇においても大ࡁなኚືᖜはみ

られない(図 1)。 

 

 

� � ᖺ㛫�ࢡࣝࣂங᥎⛣ 

 

乳⢾は、まࡎ牛の➨一⫶であるࣝーメࣥ内

で、㣫ᩱ中のࣥࣉࣥࢹからᚤ⏕物らにより᥹

発性⬡⫫㓟（9)$）の一つࣟࣉピ࢜ࣥ㓟が⏕ᡂ

される。次にࣟࣉピ࢜ࣥ㓟はࣝーメࣥቨから

྾཰され、⫢⮚でࣝࢢコース（ブ࢘ࢻ⢾）に

ኚ᥮され、ࣝࢢコースの一㒊は⫢⮚で࢞ࣛク

トースにもኚ᥮される。ࣝࢢコース 1 分子と

࢞ࣛクトース 1 分子が、⾑液を⤒て乳ᡣにた

どり╔くと、乳⭢⣽⬊でࣛクトース（乳⢾）1

分子が⏕ᡂされる（図 2）。 

 

 
� � ங⢾⏕ᡂ㐣⛬ 
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（3）3DWWRQ -,.HQQ\ '$,0F1DPDUD 6,0HH -) HW 

DO�5HODWLRQVKLSV DPRQJ PLON SURGXFWLRQ, 

HQHUJ\ EDODQFH,SODVPD DQDO\WHV,DQG  

UHSURGXFWLRQ LQ +ROVWHLQ-)ULHVLDQ FRZV� 

-RXUQDO RI 'DLU\ 6FLHQFH,�0,64�-658(200�) 

（4）)XONHVRQ :-,:LONLQV -,'RERV 5&  

HW DO�5HSURGXFWLYH SHUIRUPDQFH LQ  

+ROVWHLQ)ULHVLDQ FRZV LQ UHODWLRQ WR  

JHQHWLF PHULW DQG OHYHO RI IHHGLQJ ZKHQ 

JUD]LQJ SDVWXUH $QLPDO 6FLHQFH �3,3��-406 

(2001) 

（5）ᯇᓮຮ,㔠⏣ගᘯ,⏣中ᶞ➉ら：ཷ胎ᅔ㞴

牛 の ே ᕤ ᤵ ⢭ 後 に お け る ⬺ ⬡ 乳 中

3URJHVWHURQH ⃰ᗘの᥎⛣と分娩後のᰤ㣴඘

㊊⋡およࡧ乳⺮ⓑ㉁⋡のኚ໬との関㐃性につ

いて,ᐙ畜診⒪,324,2�-36(1��0) 

（6）山⏣ᜤႹ,中ᑿᩄᙪ,ᅬ中⠜ら：乳牛のᰤ

㣴≧ែと࿘産期⑌⑓およཷࡧ胎ᡂ⦼,日獣会

誌,4�,322-326(1��4) 

（�）⏣中⩏᫓：᪂(1(:)ࠕ乳ࠖからのࣔࢱࢽ

リࣥ̿ࢢ乳検ᡂ⦼をά用して̿,88-105,（ᰴ）

 ᮾி(2012),♫ࣥࣃࣕࢪリー࢕ࢹ

（8）᳃山┤ᶞ,高ᮌග༤,大㇂ᬗஅら：࣍ࣝス

乳用牛の࿘産期における⾑液と乳ᡂ✀ࣥ࢖ࢱ

分およࡧ体㔜のኚືと分娩後の༸ᕢάືの関

㐃性,ᐙ畜⮫ᗋ誌,30,2,45-50(200�) 

（�）中ᮧṇᩯ,中ᓥᜨ一,高ᶫ㞝἞ら：஝乳期

間▷⦰が次乳期の乳㔞࣭ 乳ᡂ分にཬࡰすᙳ㡪,

日ᮏ畜産Ꮫ会報,84,3,34�̺35�(2013) 

（10）6DQWVFKL '(,/HIHEYUH '0,&XH 5,,HW  

DO,&RPSOHWH-ODFWDWLRQ PLON DQG FRPSRQHQW  

\LHOGV IROORZLQJ D VKRUW(35-G)RU D  

FRQYHQWLRQDO(60-G)GU\ SHULRG PDQDJHPHQW  

VWUDWHJ\ LQ FRPPHUFLDO +ROVWHLQ KHUGV� 

MRXUQDO RI 'DLU\ 6FLHQFH �4,2302-2311 

(2011) 

（11）⚄㇂⿱子,⏣中ṇோ,⚄㇂඘ら：高 ⎔

ቃୗにおけるἪ乳初期の஝物ᦤྲྀ㔞またはᰤ

㣴඘㊊⋡と乳⏕産およࡧ⾑液ᡂ分との関ಀ,

日ᬮ畜報,53,2,16�-1�3(2010) 

 

 
1 㓗㎰ሙにおけるࣝࣂク乳ฟⲴ日㔞᥎⛣の検討 

 

 

ஂ⏣ 㔝Ṍ  ▼⏣ ࿴子 1）  高ᕷ ┤Ⓩ 1）  ᮧ⏣ 一ே 2) 

す㒊ᇶᖿᐙ畜診⒪ᡤ 1)༡㒊ᐙ畜診⒪ᡤ 2)す㒊ᐙ畜診⒪ᡤ  

 

せ ⣙ 

ーࣥのࣂリーࣇいࡁの日ẖኚືが大（ク乳㔞ࣝࣂ）ク乳ฟⲴ日㔞ࣝࣂ 1㓗㎰ሙにおいて、᥎⛣

の調査を⾜った。ྠᆅ༊௚㎰ሙとẚ㍑しࣝࣂク乳ฟⲴ日㔞のኚືが大ࡁいことにより 3ࣨ᭶での

ᦆኻ乳㔞は 5,�21NJ と᥎ᐃされた。乳㔞పୗのཎᅉはᦢ乳᫬間の日ẖኚືであることが᥎察され、

ᐃ期ⓗな⦾Ṫ検診もそのㄏᅉであることが᥎察された。⦾Ṫ検診᪉ἲのኚ᭦を検討し、᫬間▷⦰

を試みた⤖ᯝ、Ᏻᐃした乳㔞を⥔ᣢすることにつながり、㎰ሙの཰┈向上にᐤ୚でࡁる可能性が

示唆された。ᙜヱ㎰ሙ࡬ᦢ乳᫬間をྵめసᴗ᫬間の日ẖのኚືが、ᦆኻ乳㔞につながることを畜

୺࡬明☜に示すことで、㎰ሙの཰┈向上につながると期ᚅされた。 

࠙࢟ー࣡ーࣝࣂ：ࢻク乳ฟⲴ㔞 ⦾Ṫ検診ࠚ 

 

㓗㎰ሙにおける日ࠎのసᴗは、ᦢ乳ࡸ㣫ᩱ

⤥㣵などẖ日ྠ᫬้に⾜࠺ことがᮃましく、

そのኚືは乳牛におけるストࣞスࣝࡸーメࣥ

のᜏᖖ性に大ࡁくᙳ㡪するといわれている。   

今回、ࣝࣂク乳ฟⲴ日㔞（ࣝࣂク乳㔞）の

日ẖኚືが大ࡁいࣇリーࣂーࣥの 1 㓗㎰ሙに

おいて、ࣝࣂク乳ฟⲴ日㔞の᥎⛣の調査を⾜

った。またྠᆅ༊௚㎰ሙのࣝࣂク乳ฟⲴ日㔞

の᥎⛣およࡧ牛⩌検ᐃᡂ⦼をᇶに、㎰ሙのࣂ

ࣝク乳ฟⲴ日㔞のኚືのཎᅉࡸၥ㢟Ⅼについ

て検討を⾜った。 

 

ᮦᩱ�ࡧࡼ᪉ἲ 

 ᖺ間ᖹᆒᦢ乳㢌数 60 㢌のࣇリーࣂーࣥ牛

⯋（スࣥࢱチࣙࣥなし）、సᴗᚑ஦⪅ 2 ே（�0

௦）、㣫ᩱ⤥୚は⮬ᐙ㓄ྜ 705、࿴牛⦾Ṫවᴗ

（ẕ牛 15 㢌）の $ ㎰ሙをᑐ㇟とした。ᖹᡂ

28 ᖺ 1㹼6 ᭶までの $ ㎰ሙのࣝࣂク乳㔞の᥎

⛣を᭶ẖにて検討し、ኚືの᭱も大ࡁかった

4 ᭶分の⥲ฟⲴ乳㔞を、ྠᆅ༊の௚ 2 ㎰ሙ（%

㎰ሙ：⧅留牛⯋、ᖹᆒ 36 㢌ᦢ乳、& ㎰ሙ：ࣇ

リーࣂーࣥ、ᖹᆒ 81 㢌ᦢ乳）とẚ㍑した。ま

た $ ㎰ሙおよྠࡧᆅ༊別㎰ሙの牛⩌検ᐃࢹー

のᦢ乳牛ࢱ 1 㢌ᙜ乳㔞�ᖹᆒᦢ乳㢌数�日数

を᥎ᐃ乳㔞とし、⥲ฟⲴ乳㔞とのẚ㍑からࣂ

ࣝク乳㔞のኚືによる乳㔞ᦆኻを᥎ᐃした。 

また $ ㎰ሙの⦾Ṫ検診はスࣥࢱチࣙࣥ➼の

⧅留᪋タがないため、ᚑ᮶はᦢ乳ࣃーࣛーに

㏣い㎸ࢇで 1 㢌ࡎつの検診を獣་ᖌ 1 ேで⾜

っていた。ᖹᡂ 28 ᖺ 2 ᭶以㝆、ᐙ畜診⒪ᡤ獣

་ᖌの௚に、ᐙ畜ಖ೺⾨⏕ᡤ獣་ᖌ、ඹ῭⤌

ྜ⫋ဨ➼の༠ຊのඖ、⦾Ṫ検診を」数ேにて

分ᴗ໬し効⋡ⓗに⾜った。ኚືの要ᅉとして

疑われた⦾Ṫ検診の᪉ἲをኚ᭦し、そのᙳ㡪

の検討を⾜った。⦾Ṫ検診の᪉ἲኚ᭦前後で

のࣝࣂク乳ฟⲴ日㔞のኚ໬を調査し、⦾Ṫ検

診の᪉ἲኚ᭦によるᙳ㡪を検討した。 

 

ᡂ ⦼ 

 $ ㎰ሙのᖹᡂ 28 ᖺ 1㹼6 ᭶までのᦢ乳㢌数

は60㢌から6�㢌で大ࡁなኚືは認められࡎ、

乳ᡣ炎➼によるᗫᲠ乳のኚືも大ࡁく認めら
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乳ᡣ炎࢝ࣝࢹࢸーࢱを฼用した大⭠⳦性乳ᡣ炎にᑐする἞⒪ἲの検討 

 

 

▼⏣ ࿴子  高ᕷ ┤Ⓩ  ஂ⏣ 㔝Ṍ 1)  㰻藤 ឡ 2) 

༡㒊ᐙ畜診⒪ᡤ 1)す㒊ᇶᖿᐙ畜診⒪ᡤ 2)⏕産獣་⒪ᨭ᥼ࢱࣥࢭー  

 

せ ⣙ 

⟶内で発⏕した⮫ᗋᆺ乳ᡣ炎の࢝ࣝࢹࢸーࢱを用いて、乳ᡣ炎の発⏕≧ἣおよࡧ大⭠⳦⩌

㹹(VFKHULFKLD FROL((�FROL)、.OHEVLHOOD SQHXPRQLDH（.� SQHXPRQLDH）㹻をཎᅉ⳦とする乳ᡣ炎

にᑐする初診᫬の἞⒪᪉ἲとその後の⤒㐣を調査した。࢝ࣝࢹࢸーࢱは 41� ௳ᚓられ、⣽⳦検査

ᮍᐇ᪋(41㸣࣭1�1 ௳)の௳数も多く☜認された。(�FROL がཎᅉ⳦となった乳ᡣ炎では、௚のཎᅉ

⳦にẚ࡭Ṛஸ࣭ᗫ用も � ௳ 26㸣と高かった。初診᫬にࣇࢭェ࣒⣔ᢠ⏕物㉁を౑用したもので 10

௳中 4௳、アࣥピࢩリࣥ〇๣で 8௳中 3௳がṚᗫに⮳っておりᢠ⏕物㉁別で大ࡁなᕪは認めなか

った。初診᫬の≧ἣからཎᅉ⳦を特ᐃすることはᅔ㞴であり、大⭠⳦性乳ᡣ炎を疑いながらᢠ⏕

物㉁を౑用するࢣースも多ࠎある。そ࠺したሙྜ、乳ᡣ内の⳦数をῶらすため乳ᡣὙίࡸ㢖回ᦢ

乳を⾜い、࢚  。トと考えられたࣥ࢖ックの༴㝤性をపくしておくことも㔜要な࣏ࣙࢩࣥࢩト࢟ࢻࣥ

࠙࢟ー࣡ーࢻ：大⭠⳦性乳ᡣ炎、乳ᡣὙίࠚ 

 

大⭠⳦性乳ᡣ炎は、࣒ࣛࢢ㝧性⳦による乳

ᡣ炎にẚ࡭⳦のቑṪスピーࢻが㏿く、初診᫬

の἞⒪ἲによりその後の⑓ែが大ࡁくᕥྑさ

れる 1)。また、⏒ᛴ性乳ᡣ炎をㄏ発しṚஸ⋡

が高く、἞⒵しても乳㔞పୗなどの⤒῭ⓗᦆ

ኻが大ࡁい乳ᡣ炎である。そこで今回、⟶内

で発⏕した⮫ᗋᆺ乳ᡣ炎の࢝ࣝࢹࢸーࢱを用

いて乳ᡣ炎の発⏕≧ἣおよࡧ大⭠⳦⩌

((�FROL、.� SQHXPRQLDH)をཎᅉ⳦とする乳ᡣ

炎にᑐする初診᫬の἞⒪᪉ἲとその後の⤒㐣

を調査した。㻌

 

ᮦᩱ�ࡧࡼ᪉ἲ 

ᖹᡂ 2� ᖺ 1 ᭶からᖹᡂ 28 ᖺ 6 ᭶までの 1

ᖺ༙の間で発⏕した⮫ᗋᆺ乳ᡣ炎の࢝ࣝࢹࢸ

ーࢱを౑用し、乳ᡣ炎ཎᅉ⳦が特ᐃでࡁたも

のについて分㞳⳦割ྜ、分㞳⳦ࡈとの診⒪回

数、㌿ᖐ≧ἣ➼を調査し、(�FROL およࡧ

.�SQHXPRQLDH をཎᅉ⳦とするものについて

初診᫬の἞⒪ἲとその後の⤒㐣を調査した。 

 

 
� � ஙỒ᳨ᰝ≧ἣ�Q ���� 

 

 

⤖ ᯝ 

ࢱーࢹࢸࣝ࢝ 41� ௳のࡕ࠺、ཎᅉ⳦のྠᐃ

がでࡁたものは඲体の 3�㸣(155 ௳)であり、

ṧりの 63㸣の内ヂは、⳦分㞳なし(22㸣࣭�1

௳)あるいは⣽⳦検査ᮍᐇ᪋(41㸣࣭1�1 ௳)で

あった(図 1)。また、分㞳⳦の割ྜは、多い

ものから 26(31㸣 4࣭8 ௳)、&16(21㸣 3࣭3 ௳)、

(�FROL(1�㸣࣭2� ௳)、6$(1�㸣࣭2� ௳)、

.�SQHXPRQLDH(5㸣࣭� ௳)、その௚(�㸣࣭13

௳)であった(図 2)。 

 

 

� � ཎᅉ⳦�๭ྜ�Q ���� 

 

ᖹᆒ診⒪回数は、඲体の 3�3 回にẚ࡭、

(�FROL�5�1 回、.�SQHXPRQLDH：4�6 回とඹに

多く、(�FROL に関しては௚のཎᅉ⳦にẚ࡭Ṛ

ஸ࣭ᗫ用も � ௳ 26㸣と高かった。今回の調査

期間で .� SQHXPRQLDH がཎᅉ⳦によるṚᗫは

☜認されなかった(図 3、4)。 

 初診᫬に౑用したᢠ⏕物㉁別の㌿ᖐ≧ἣ

は、ࣇࢭェ࣒⣔で 10 ௳中 4 ௳、アࣥピࢩリࣥ

〇๣で 8 ௳中 3 ௳がṚᗫに⮳っており୧⪅に

大ࡁなᕪは認めなかった。また、一⯡ⓗに

(�FROL によるᛴ性乳ᡣ炎では࢚ࣥࢻト࢟ࢩ

ックのコࣥトࣟーࣝとしてᢠ炎⑕๣のࣙࢩࣥ

౑用が᥎ዡされてる 1)が、今回、ᢠ炎⑕๣の

౑用がないሙྜの἞⒵㢌数が᭱も多かった

(図 5、6)。 

 

 

� � ཎᅉ⳦�㌿ᖐ஦⏤ 

 

 

� � ᖹᆒデ⒪ᅇ� 

 

 
� � ౑�ᢠ⏕≀㉁�㌿ᖐ஦⏤ 
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� � ᢠ⅖⑕๣�౑�≧ἣ 

 

� � 

今回の調査で⟶内における乳Ồ検査のᐇ

᪋割ྜがᑡないことがุ明した。乳ᡣ炎には

乳ᡣ炎㌾⭯をᑡしでも早く注ධしなけれࡤい

けないと考える㓗㎰ᐙもᮍだに多く、 診᫬

にはすでに௚個体࡬⸆἞した乳ᡣ炎㌾⭯が注

ධされており、乳Ồ検査がでࡁないとい࠺౛

もある。乳ᡣ炎の効ᯝⓗな἞⒪にはཎᅉ⳦の

特ᐃが୙可Ḟとなるため、今後は乳ᡣ炎἞⒪

にᑐする㓗㎰ᐙ࡬のᣦᑟをᙉ໬し、乳Ồ検査

のᐇ᪋を᥎進していく必要があるとᛮわれた。 

また、初診᫬に౑用するᢠ⏕物㉁の㐪いに

よるṚᗫ≧ἣはあまりᕪがぢられࡎ、前㏙の

㏻り、㓗㎰ᐙのุ断による乳ᡣ炎㌾⭯注ධに

より࢚ࣥࢻト࢟ࣙࢩࣥࢩックがㄏ発されてい

る可能性ࡸᨺฟ㔞の㐪いはあるがどのᢠ⏕物

㉁でも࢚ࣥࢻト࢟ࣥࢩのᨺฟは㉳こっている

ことが考えられた。初診᫬の≧ἣからཎᅉ⳦

を特ᐃすることはᅔ㞴であり、大⭠⳦性乳ᡣ

炎を疑いながらᢠ⏕物㉁を౑用するࢣースも

多ࠎある。ᢠ⏕物㉁の౑用の㝿には乳ᡣὙί
⳦㢖回ᦢ乳を✚ᴟⓗに⾜い、乳ᡣ内の⣽ࡸ(2

数をでࡁる㝈りῶらしておくことで࢚ࣥࢻト

ることはࡏックの༴㝤性をపୗさࣙࢩࣥࢩ࢟

㔜要な࣏ࣥ࢖トである。 

 

���� 

（1）⏣ᮧ㇏ら：ࠕ牛の乳ᡣ炎἞⒪࢞࢖ࣛࢻ࢖

ࣥࠖ,ື物用ᢠ⳦๣研✲会,42-46,⥳᭩ᡣ,ᮾ

ி(2015) 

（2）⠛ሯᗣ඾ら：ࠕ乳牛の大⭠⳦性乳ᡣ炎に

おける初診᫬㠀ᢠ⏕物㉁⒪ἲの検討ࠖᗈᓥ┴

獣་ᖌ会㞧誌 1R�23,�-13(2008) 

 

 

 

画像の㩭明ᗘとᾘẘ効ᯝを考えた࢚コーࣟࣉーブ࢝ࣂーの検討 

 

 

ட᳃ Ὀஅ 

⏕産獣་⒪ᨭ᥼ࢱࣥࢭー 

 

せ ⣙ 

 ᖹᡂ28ᖺ5᭶より㎰ᯘỈ産┬は、೺ᗣ牛としてᒕ畜ሙにᦙධされた牛が牛ⓑ⾑⑓であったሙྜ、

ඹ῭஦ᨾとしてྲྀりᢅ࠺ことを発௧した。それにకい、牛ⓑ⾑⑓のឤᰁᣑ大ᥐ⨨をᚭᗏすること

をྠ᫬にᣦ示した。⌧在産ᴗື物⮫ᗋ⌧ሙでは、ឤᰁᣑ大ᥐ⨨はᙜ↛⾜われているが、࢚コーࣉ

ࣟーブの࢝ࣂー⿦╔に関しては、検査に᫬間を要すため一㒊でᾘẘ液౑用によるὙί、ᾘẘに留

まっていると⪺く。そこで、㞵ച用ࢽࣅーࣝ〇⿄を࢚コーࣟࣉーブ࢝ࣂーとして౑用し、中にᾘ

ẘ液を注ධすることで、⦾Ṫ検診᫬間の▷⦰、画像の㩭明ᗘおよࡧᾘẘ効ᯝを高めることがでࡁ、

ឤᰁ㜵ᚚに有用であることが分かった。 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：࢚コーࣟࣉーブ࢝ࣂー、画像の㩭明ᗘ、ឤᰁ㜵ᚚ、ച⿄、ᾘẘ液ࠚ 

 

 牛ⓑ⾑⑓の発⏕報告がᖺࠎቑຍしているこ

とで、牛を㣫⫱している㎰ᐙは୙Ᏻをឤࡌて

おり、⤒῭ᦆኻも多大なものとなってࡁてい

る。そこで、ᖹᡂ 28 ᖺ 5 ᭶㎰ᯘỈ産┬は、牛

ⓑ⾑⑓のឤᰁᣑ大㜵Ṇᥐ⨨を⾜࠺ことととも

に、೺ᗣ牛としてᒕ畜ሙにᦙධされた牛につ

いてもඹ῭஦ᨾとしてྲྀりᢅ࠺ことを発௧し

た。そして、牛ⓑ⾑⑓のឤᰁᣑ大㜵Ṇᥐ⨨と

して、ձྠ一の注ᑕ㔪を」数の牛に用いない、

ղ┤⭠検査ཬࡧேᕤཷ⢭᫬に౑用するᡭ⿄を

1 㢌ẖに஺᥮する、 ճ࢚コーࣟࣉーブも࢝ࣂ

ーで⿕そし 1 㢌ẖに஺᥮する 、մ㝖ゅ、ཤໃ

ཬࡧ㰯⎔⿦╔᫬➼も 1 㢌ẖにὙίᾘẘを⾜࠺

などの 4 つの㡯┠を㑂Ᏺすることを⩏ົ௜け、

これに㐪཯すると牛ⓑ⾑⑓発⏕᫬にᨭᡶわれ

るඹ῭㔠の 4 割がච㈐されることとなった。 

 牛⮫ᗋ⌧ሙにおいて、㐣ཤにはண㜵注ᑕを

᫬など㐃⥆注ᑕჾによる注ᑕ㔪の౑い回࠺⾜

しࡸ、┤⭠検査᫬の┤⭠検査用ᡭ⿄の౑い回

しが⾜われていたが、⌧在では獣་ᖌおよࡧ

ேᕤᤵ⢭ᖌにおいても、注ᑕ㔪は 1 㢌 1 㔪、

┤⭠検査用ᡭ⿄も 1 㢌 1 ᯛがᖖ㆑となってࡁ

た。しかし、┤⭠内超音波診断（以ୗ࢚コー

検査）᫬の࢚コーࣟࣉーブ౑用に関しては、

特に大つᶍ㎰ሙのሙྜ、多数の牛を検査する

ことで᫬間ⓗなไ約も発⏕し、検査のసᴗ効

⋡を上ࡆるためࣟࣉーブのὙί、ᾘẘに留ま

り、࢚コーࣟࣉーブ࡬の࢝ࣂー⿦╔は 100㸣

ではないとᛮわれる。そこで、࢚コー検査స

ᴗの効⋡໬と画像の㩭明ᗘを上ࡆるᡭἲが必

要であると考え、日ᖖ౑用されているᏳ価な

ものをᕤኵし࢚コーࣟࣉーブ࢝ࣂーを試సし

たので⤂௓する。 

 

ᮦᩱ�ࡧࡼ᪉ἲ 

 ࢚コーࣟࣉーブ࢝ࣂー⿦⨨సᡂのためのᮦ

ᩱとして、㞵ച用ࢽࣅーࣝ〇⿄（以ୗച⿄）、

⿵液἞⒪に౑用する⿵液⟶、୕ ᪉άᰦ、500PO

ᐜჾ、20PO（ーࣞࣉス）スチックࣛࣉ 注ᑕჾ

およ࢚࢘ࡧスト࣏ーチを用いた（図㸯）。⿦⨨

のసᡂに 2 つの᪉ἲを考え、500PO スチࣛࣉ

ック（スࣞࣉー）ᐜჾのᾘẘ液を୕᪉άᰦを

฼用することで一ᗘ 20PO 注ᑕჾ内に྾ᘬ、そ
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⦾Ṫᡂ⦼からみる࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ⫱ᡂ᪉ἲの㐪い 

 

 

上⥲ ள⏤ዉ  大㈡ まりえ 1） 

北㒊ᇶᖿᐙ畜診⒪ᡤ 1）⏕産獣་⒪ᨭ᥼ࢱࣥࢭー 

 

せ ⣙ 

⫱ᡂ牛の性ᡂ⇍が 15ࣧ᭶㱋で㉳こりᖹᆒ初回分娩が 2�ࣧ᭶㱋まで延ࡧている $㎰ᐙと性ᡂ⇍

が �ࣧ᭶㱋で㉳こりᖹᆒ初回分娩が 23࢝᭶㱋の %㎰ᐙについて⫱ᡂ᪉ἲの㐪いを検討した。୧㎰

ᐙともᖹᆒ✀௜け回数は 2 回以内。⦾Ṫ἞⒪は % ㎰ᐙでは↓く、$ ㎰ᐙはᖹᆒ 3 回であった。回

ᖐ分ᯒにて体㔜のኚ໬をẚ㍑すると、% ㎰ᐙが有意に高್を示した。また、体高についても % ㎰

ᐙの᪉が高い傾向にあった。⾑液⏕໬Ꮫ検査では、アࣝブ࣑ࣥ（$/%）と⾑中ᒀ⣲ែ❅⣲（%81）

において %㎰ᐙで高い傾向がみられた。㣫㣴⎔ቃは $㎰ᐙの᪉が一㢌ᙜたりのス࣌ースがᗈく、

㢼㏻しも☜ಖされていた。牛ᗋは %㎰ᐙの᪉がΎ₩にಖたれていた。$㸪%୧㎰ᐙとも⫵炎ࡸୗ⑩

➼の἞⒪はほとࢇどなかった。့⫱期に௦用乳を୚える回数、⤥୚㔞は %㎰ᐙの᪉が多かった。

また、⫱ᡂ期には $㎰ᐙではスーダࣥのみを⤥୚されているのにᑐし %㎰ᐙでは 5࢝᭶㱋以㝆࣊

なᕪが認められなかった。以上のࡁーブが୚えられていた。⫱ᡂ用㓄ྜ㣫ᩱのᡂ分には大ࣗ࢟࢖

ことから、୧㎰ሙ間での初回分娩᭶㱋のᕪは့乳期からの㣫㣴⟶⌮のᕪに関㐃しているものと考

えられた。特に、⢒ࣃࣥࢱク㉁（&3）の高い௦用乳ࡸスࢱーࢱー、ࣝーࣥࢧをどの⛬ᗘ୚えられ

ているかが、発⫱ᗘྜいに大ࡁくᙳ㡪している。 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：⫱ᡂ、初回分娩᭶㱋、⢒ࣃࣥࢱク㉁（&3ࠚ）  

 

北ᾏ㐨の初ዷ牛ᖹᆒ価᱁は、ᖹᡂ 20 ᖺ 4

᭶には 48 ୓ 6000 ෇だったのにᑐし、ᖹᡂ 28

ᖺ 4 ᭶では �4 ୓ 4 ༓෇まで高㦐している 1）。

このよ࠺な≧ἣで㉁のⰋい࣍ࣝスࣥ࢖ࢱの初

ዷ牛を北ᾏ㐨から㉎ධすることは㞴しく、ᒸ

山┴の㓗㎰ᐙにとって⤒Ⴀを大ࡁくᕥྑする

要ᅉの一つとなっている。㻌

一᪉で、㝈られたᅵᆅࡸேဨの中で⫱ᡂ牛

を㣫⫱するேはᑡなく、すࡄに⏕産物をᚓら

れない⫱ᡂ牛は⤒῭ⓗ㈇ᢸが大ࡁいとい࠺㎰

ᐙの意㆑があるのも஦ᐇである。㻌

今回、⮬ᐙ⫱ᡂ牛をもっているにもかかわ

らࡎᖹᆒ初回分娩が 2� ࣧ᭶㱋まで延ࡧてい

る $ ㎰ᐙと、⌮᝿ⓗな⦾Ṫᡂ⦼をあࡆている

% ㎰ᐙについて、⦾Ṫᡂ⦼からみる࣍ࣝスࢱ

�。ᡂ᪉ἲの㐪いを検討した⫱ࣥ࢖

㎰ᐙ�ᴫせ 

��⦾Ṫᡂ⦼ 

 ⌮᝿とされている性ᡂ⇍は 11 ࣧ᭶㱋で、初

回分娩は 24 ࣧ᭶㱋、࣍ ࣝࣔࣥ๣の౑用はなく、

✀௜け回数 1 回でཷ胎するものである 2）。$

㎰ᐙでは性ᡂ⇍は4ࣧ᭶㐜い15ࣧ᭶㱋で㉳こ

り、ᖹᆒ初回分娩は 2� ࣧ᭶㱋までఙࡧており、

࣍ࣝࣔࣥ๣の౑用はᖹᆒ 3 回であった。% ㎰

ᐙでは性ᡂ⇍は � ࣧ᭶㱋で㉳こり、ᖹᆒ初回

分娩は 23 ࣧ᭶㱋で࣍ࣝࣔࣥ๣の౑用はなか

った。$ ㎰ᐙ、% ㎰ᐙともにᤵ⢭回数は 2 回以

内で、⤒産牛のᤵ⢭≧ἣをみてもᤵ⢭のᡭᢏ

発᝟発ぢにၥ㢟があるとは考えられなかっࡸ

た。 

 

 

$㎰ᐙでは 12ࣧ᭶㱋での検診᫬にはす࡭て

の牛が༸ᕢ発⫱୙඲、༸ᕢ㟼Ṇの≧ែであっ

た。�
 

��㣫㣴⎔ቃ 

$ ㎰ᐙでは 2 ࣧ᭶㱋まで個別の࢝࢘ࣁッチ

ないしはᮌᯟでసᡂした個ᐊで㣫⫱されてい

た。ᖖ᫬、Ỉと࣑ࣗࣂーダ、⫱ᡂ用㓄ྜ㣫ᩱ

が㣗࡭られる≧ἣであった（図 1）。その後㞳

乳とྠ᫬に 5 㢌前後の⩌をసり㣫㣴されてい

た。༑分なス࣌ースと㢼㏻しが☜ಖされてい

る一᪉で、㣫ᵴには㍈のኴい㣗࡭ṧしのスー

ダࣥが✚みあࡆられ、牛ᗋの஺᥮は᭶㸯回⛬

ᗘ、Ỉሙは࢛࢘ーࢱー࢝ッࣉが 1 ࢝ᡤ、㣫ᵴ

と཯ᑐ᪉向にタ⨨されているとい࠺ၥ㢟Ⅼも

ఛえた（図 2）。 

 

 

� � $ ㎰ᐙ�ᵝᏊ�့ஙᮇ� 

 

 

 

 

 

 

 

� � $ ㎰ᐙ�ᵝᏊ�⫱ᡂᮇ� 

 

 % ㎰ᐙでは 2 ࣧ᭶㱋までの牛は牛⯋の㝮に

つなࡂ㣫いされていた。ⴠࡕ╔ける༑分なス

࣌ースが☜ಖされてはなかったが、牛ᗋはẖ

日のᤲ㝖でࡁれいにಖたれるよ࠺にດຊされ

ていた（図 3）。့乳期には、Ỉとࡸわらかい

スーダࣥ、スࢱーࢱーが⮬⏤に᥇㣗でࡁる≧

ែで⨨かれていた。2 ࣧ᭶㱋を㐣ࡂるとほࡰ

᭶㱋の牛ྠኈで࣌アをつくり、⊃いス࣌ࡌྠ

ースに 2 㢌一⥴に㣫⫱されていた。以前は 1 

㢌ࡎつで㣫⫱していたが、2 㢌のほ࠺が➇り

㣗いをして᥇㣗㔞がቑえると㎰ᐙ⮬㌟がᐇឤ

しているとのことであった。 
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࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ牛における分娩᭶日と᭶の‶ࡕḞけ࣭Ꮨ⠇の関ಀ 

 

 

上⥲ ள⏤ዉ 

北㒊ᇶᖿᐙ畜診⒪ᡤ 

 

せ ⣙ 

牛において、分娩開ጞ᫬の࣍ࣝࣔࣥືែについてはゎ明されつつあるが、分娩開ጞ᫬のእⓗな

要ᅉについてはᮍだに明らかになっていない。そこで、ᒸ山┴北㒊の㓗㎰ᐙ 20ᡞをᑐ㇟とし、840

㢌の࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ牛に関してᖹᡂ2�ᖺ 6᭶ 1日からᖹᡂ28ᖺ 5᭶ 31日の1ᖺ間の分娩日と᭶の

れ␗なっていたࡒḞけの関ಀを調査した。20ᡞの㣫㣴ᙧែ、㣵、㣫㣴᪉ἲ、㣫㣴㢌数はそれࡕ‶

が、いࡎれもኪのసᴗが῭ࢇだあとは、ගのᙜたらない≧ែで㣫㣴されていた。調査 1では、0

から 3�6� ᭶㱋を 1、3�6� ᭶㱋から ��38 ᭶㱋を 2とい࠺㢼に 8༊分し㢌数をẚ㍑すると、༊分 1

と 2、1と �、2と 5、2と 6、5と �、6と �の間に有意なᕪが認められた。また、᪂᭶、上ᘻの᭶、

‶᭶、ୗᘻの᭶のそれࡒれ前後 2日間に༊分し、分娩㢌数をẚ㍑したとこࢁ、‶᭶の⩣日が一␒

多く、次に᪂᭶の 2日後が多かった。一␒分娩㢌数のᑡなかった上ᘻの᭶の前日と、一␒多かっ

た‶᭶の⩣日とẚ㍑すると、2�2� ಸ‶᭶の⩣日が多いとい࠺⤖ᯝがᚓられた。前後 2日間をྜィ

した㢌数では、‶᭶௜㏆での分娩が一␒多く、上ᘻの᭶௜㏆が一␒ᑡなかった。上ᘻの᭶は᪂᭶、

‶᭶、ୗᘻの᭶での分娩㢌数と有意ᕪが認められた。これをࡩまえ調査 2では分娩᭶別に㢌数を

ẚ㍑し、日↷᫬間、Ẽ 、Ẽᅽとの関わりについても検討したとこࢁ、日↷᫬間と分娩㢌数につ

いて有意に㈇の相関があった。Ẽ については、ᙅい㈇の相関、Ẽᅽについては、ᙅいṇの相関

が認められた。 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：分娩、᭶㱋、࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ牛、日↷᫬間、᭶の‶ࡕḞけࠚ 

 

 牛において、分娩開ጞ᫬の࣍ࣝࣔࣥືែに

ついてはゎ明されつつあるが、分娩開ጞ᫬の

እⓗな要ᅉについてはᮍだに明らかになって

いない。⤒㦂にᇶ࡙ࡁ、ື物の分娩に関して

ࡁ᭶の᫬に多いࠖとྂくから考えられて‶ࠕ

た。ேでは、᭶の‶ࡕḞけと分娩の関ಀにつ

いて検討が数多く⾜われているが、関ಀを認

めないとい࠺報告がある 1）一᪉で、Ẽᅽとの

」ྜⓗな要ᅉにより関ಀを認めるとするもの

もある 2）。牛については、⤒㦂にᇶ࡙くゝい

ఏえがある一᪉で、分娩開ጞの要ᅉはこれま

で検ドされてこなかった。 

そこで今回、⟶内の分娩ࢹーࢱを用い、᭶

の‶ࡕḞけと分娩に関して調査した。 

ㄪᰝ᪉ἲ 

 ᒸ山┴北㒊の㓗㎰ᐙ 20 ᡞをᑐ㇟とし 840

㢌の࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ牛に関してᖹᡂ 2� ᖺ 6 ᭶ 1

日からᖹᡂ 28 ᖺ 5 ᭶ 31 日の 1 ᖺ間の分娩日

と᭶の‶ࡕḞけの関ಀを調査した。20 ᡞの㣫

㣴ᙧែ、㣵、㣫㣴᪉ἲ、㣫㣴㢌数はそれࡒれ

␗なっていたが、いࡎれもኪのసᴗが῭ࢇだ

あとは、↓ⅉⅆで㣫㣴されていた。調査 1 で

は᪂᭶、上ᘻの᭶、‶᭶、ୗᘻの᭶、またそ

の前後 2 日間に༊分し㢌数をẚ㍑した。また、

調査 2 では分娩᭶別に㢌数をẚ㍑し、さらに

日↷᫬間、Ẽ 、Ẽᅽとの関わりについて検

討した。 

 

 

ᡂ ⦼ 

ㄪᰝ㸯 

0 から 3�6� ᭶㱋を 1、3�6� ᭶㱋から ��38

᭶㱋を 2とい࠺㢼に 3�6�᭶㱋ࡈとに 8༊分し

㢌数をẚ㍑すると、༊分 1 と 2、1 と �、2 と

5、2 と 6、5 と �、6 と � の間に有意なᕪが認

められた（図 1）。㻌

 

� � ᭶㱋ࡈ��ศፔ���ኚ໬ 

�
᪂᭶、上ᘻの᭶、‶᭶、ୗᘻの᭶のそれࡒ

れ前後 2 日間に༊分し、分娩㢌数をẚ㍑した

とこࢁ、‶᭶の⩣日が一␒多く、次に᪂᭶の

2 日後が多いとい࠺⤖ᯝだった。また、上ᘻ

の᭶の前日が一␒ᑡなく、一␒多かった‶᭶

の⩣日とẚ㍑すると、2�2� ಸ‶᭶の⩣日が多

いとい࠺⤖ᯝがᚓられた（図 2）。�

 
 

� � ศፔ���᥎⛣ 

 

前後 2 日間をྜィした㢌数では、‶᭶௜㏆

での分娩が一␒多く、上ᘻの᭶௜㏆で一␒ᑡ

なかった。上ᘻの᭶は᪂᭶、‶᭶、ୗ㝈の᭶

での分娩㢌数と有意ᕪが認められた（S㸺

0�0002）（図 3）。�
�

�
 

� � � ༊ศࡓࡋศፔ���᥎⛣ 

�

ㄪᰝ � 

 調査 1 では、᭶の‶ࡕḞけによって分娩㢌

数にኚ໬があることが示された。そのཎᅉと

して、日↷᫬間とẼᅽとの関ಀ、᭶の఩⨨に

よるᘬຊの関ಀが疑われる。そこで、まࡎは

日↷᫬間とẼᅽと分娩㢌数には相関があるの

かを調査した。�
調査をはࡌめたᖹᡂ 2� ᖺ 6 ᭶からᖹᡂ 28

ᖺ 5 ᭶までのẼᅽと日↷᫬間のኚ໬を᭶ࡈと

にẚ࡭ると、෤Ꮨには日↷᫬間がᑡなくẼᅽ

が上᪼していることがわかった（図 4）。㻌
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㎰ሙでの㣫㣴≧ἣおよࡧᦢ乳ᡭᢏの㐪いによる 

乳ᡣ炎ཎᅉ⳦の分㞳≧ἣの調査 

 

 

佐藤 ె⨾  ட᳃ Ὀஅ㸯)  す山 ⠜㸯)  Ⲩᮌ ຬ௓㸯) 

㰻藤 ឡ㸯)  大㈡ まりえ㸯)  ᰿ᮌ ៞ᙪ 2) 

北㒊ᇶᖿᐙ畜診⒪ᡤ 1)⏕産獣་⒪ᨭ᥼ࢱࣥࢭー 2)༡㒊ᐙ畜診⒪ᡤ 

 

せ ⣙ 

牛の乳ᡣ炎の要ᅉにはᚤ⏕物ᅉ子、⎔ቃᅉ子、⏕体ᅉ子がある。今回は、㣫㣴≧ἣおよࡧᦢ乳

ᡭᢏの㐪いによる乳ᡣ炎ཎᅉ⳦の分㞳≧ἣを調査した。2ᖺ間に、5㎰ሙの乳Ồ 255 検体を検査し

た。㣫㣴㢌数およࡧ㣫㣴ᙧែによる乳ᡣ炎の発⏕⋡のᕪは認められなかった。࢜࢞฼用㎰ሙࣇࡸ

リーࣂーࣥの㎰ሙでඹ㏻して (VFKHULFKLD FROL((�FROL)の発⏕⋡が高かったが、.OHEVLHOOD VSS�

の発⏕⋡にはࡤらつࡁがみられ、牛ᗋ⟶⌮の㔜要性が示唆された。ᦢ乳⾨⏕に㉳ᅉする &RDJXODVH 

1HJDWLYH 6WDSK\ORFRFFL(&16)、3VHXGRPRQDV DHUXJLQRVD(3$)、&RU\QHEDFWHULXP ERYLV およࡧ

6WDSK\ORFRFFXV DXUHXV(6$)は、必要なᦢ乳ᡭᢏのᐇ᪋㡯┠がᑡないほど発⏕⋡が高く、特にࣞࣉ

ッ࢕ࢹࣞࣉᮍᐇ᪋㎰ᐙで多✀の⳦が検ฟされていることから、㎰ᐙᣦᑟするሙྜにࢢッピࣥ࢕ࢹ

ピࣥࢢをඃඛⓗに㏣ຍすることが有効ⓗと考えられた。 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：乳ᡣ炎㉳ᅉ⳦、㣫㣴ᙧែ、ᦢ乳ᡭᢏࠚ 

 

 牛の乳ᡣ炎は発⏕㢖ᗘが高く、炎⑕は必要

な⏕体㜵ᚚ཯ᛂである一᪉、乳⏕産をⴭしく

㜼ᐖし、㓗㎰ሙにとって⏒大な⤒῭ⓗᦆᐖと

なる 1)。乳ᡣ炎は⳦✀とそのឤᰁ⤒㊰からఏ

ᰁ性乳ᡣ炎と⎔ቃ性乳ᡣ炎に分㢮される。今

回、⏕産獣་⒪ᨭ᥼ࢱࣥࢭー⟶内における㓗

㎰ሙの㣫㣴≧ἣおよࡧᦢ乳ᡭᢏの㐪いによる

⮫ᗋᆺ乳ᡣ炎の㉳ᅉ⳦分㞳≧ἣを調査した。 

 

ᮦᩱ�ࡧࡼ᪉ἲ 

 調査期間はᖹᡂ 26 ᖺ 4 ᭶からᖹᡂ 28 ᖺ 3

᭶までの 2 ᖺ間、ᑐ㇟㎰ሙは⟶内の 5 ㎰ሙと

した。ᮦᩱは⮫ᗋᆺ乳ᡣ炎で 診౫㢗のあっ

た乳牛の乳Ồ延࡭ 255 検体とした。検査᪉ἲ

は、⾑液ᐮኳᇵᆅおよࡧクࣟࣔア࢞ー࢜リ࢚

ᇵᆅにてࣥ࢜ࢩࢱࣥ 3�Υ、24 ᫬間ᇵ㣴し、ࢢ

࣒ࣛᰁⰍ、6$ ྠᐃ࢟ット、࢝ࣛࢱーࢮ試㦂、

。試㦂を用いて㉳ᅉ⳦をྠᐃしたࢮダーࢩ࢟࢜

なお、⳦分㞳なしおよࡧ⳦✀多数については

ྠᐃ୙可とした。 

㎰ሙの㣫㣴ᙧែおよࡧᦢ乳ᡭᢏに関して

は⌧ᆅ調査およྲྀࡁ⪺ࡧり調査を⾜った。調

査㡯┠は、㣫㣴ᙧែとしては牛⯋ᵓ㐀およࡧ

ᩜᩱ(⾲ 1）、ᦢ乳ᡭᢏとしては࢕ࢹࣞࣉッピ

ッピࣥ࢕ࢹ前⤠り、乳㢌஝⇱、࣏スト、ࢢࣥ

⾲)ᡭ⿄の╔用の有↓としたࡧおよࢢ 2)。 

 なお、ᦢ乳⾨⏕に㉳ᅉする &16、 3$、

&RU\QHEDFWHULXP ERYLV およࡧ 6$ に関しては、

ࣟ࣎ットᦢ乳である $ ㎰ሙをእして検討した。 
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10 ⾜空け⾲を㈞り௜ 
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10 ⾜空け⾲を㈞り௜ける 

 

 

 

 

ᡂ ⦼ 

 㣫㣴㢌数：分㞳検体数（࢝ッコ内は㣫㣴㢌

数にᑐする乳ᡣ炎発⏕⋡㸹以ୗ、発⏕⋡）は

ྛ㎰ሙそれࡒれ、$ ㎰ሙ㸹�1：84(118㸣)、%

㎰ሙ㸹34：115(338㸣)、& ㎰ሙ㸹34：10(2�㸣)、

' ㎰ሙ㸹�3：28(38㸣)、( ㎰ሙ㸹43：�0(20�㸣)

であった(⾲ 3)。 
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10 ⾜空け⾲を㈞り௜ける 

 

 

 

 

  

 

 分㞳検体数（㣫㣴㢌数にᑐする乳ᡣ炎発⏕

⋡）は、(�FROL は、$ ㎰ሙ㸹6(8㸣)、% ㎰ሙ㸹

3(�㸣)、& ㎰ሙ㸹4(12㸣)、' ㎰ሙ㸹2(3㸣)、(

㎰ሙ㸹1(2㸣)であった(図 1)。 

 .OHEVLHOOD VSS�は、% ㎰ሙ㸹14(41㸣)、$

㎰ሙ、& ㎰ሙ、' ㎰ሙおよࡧ ( ㎰ሙ㸹0(0㸣)

であった(図 2)。 

 &16 は、% ㎰ሙ㸹1�(56㸣)、& ㎰ሙ㸹1(3㸣)、

' ㎰ሙ㸹�(10㸣)、( ㎰ሙ㸹1�(40㸣)であった(図

3)。 

 3$ は、% ㎰ሙ 15(44㸣)、& ㎰ሙ、' ㎰ሙお

よࡧ ( ㎰ሙ㸹0(0㸣)であった(図 4)。 

 &RU\QHEDFWHULXP ERYLVは、%㎰ሙ㸹5(15㸣)、

& ㎰ሙおよࡧ ' ㎰ሙ 0(0㸣)、( ㎰ሙ㸹�(16㸣)

だった(図 5)。 

 6$ は、% ㎰ሙ㸹4(12㸣)、& ㎰ሙおよࡧ ' ㎰

ሙ 0(0㸣)、( ㎰ሙ㸹�(16㸣)であった(図 6)。 

 

 

 

 

 

10 ⾜空け図を㈞り௜ける 

 

 

 

 

 

� � ྛ㎰ሙ� (�FROL Ⓨ⏕⋡ 

「牛歩誌」第45号（2017年）− 43 − 「牛歩誌」第45号（2017年）



 

 

分娩前後の乳ᡣ炎多発㓗㎰ᐙにおける乳ᡣ炎ᑐ⟇ 

 

 

高ᒸ ளἋ子 

北㒊ᇶᖿᐙ畜診⒪ᡤ 

 

せ ⣙ 

乳ᡣ炎は✀ࠎの要ᅉが関୚するため㎰ᐙࡈとでのᑐ⟇が必要である。今回、ࣝࣂク乳体⣽⬊数

が高く、分娩前後での乳ᡣ炎が多発する 1㓗㎰ᐙにおいてᑐ⟇を⾜い、その効ᯝがᚓられたので

報告する。ᡂ乳牛 23㢌の࢖ࢱストーࣝ、ᑐ⟇はᖹᡂ 2�ᖺ 8᭶よりᐇ᪋した。ᑐ⟇前、㐣ཤ 6ࣨ

᭶のᖹᆒࣝࣂク乳体⣽⬊数は 41 ୓�PO、࣌࢕ࢸࣝࢼー回数は 15 回で㐺ྜ⋡は 1�㸣であった。乳

ᡣ炎㉳ᅉ⳦の検査Ṕはなく、ࣝࣂク乳検査では 6WDSK\ORFRFFXV DXUHXV(6�DXUHXV)が検ฟされて

いた。牛⩌の乳㢌スコアはⰋዲ、分娩前後での乳ᡣ炎の発⑕が多いことから、஝乳᫬およࡧ分娩

前後での᪂つឤᰁを疑い、஝乳期用㌾⭯の౑用およࡧ分娩ணᐃ日 �㹼10 日前における乳Ồ検査（分

娩前乳Ồ検査）をᐇ᪋した。また、6�DXUHXV ಖ⳦牛摘発のため高体⣽⬊牛の乳Ồ⣽⳦検査をᐇ᪋

した。ᑐ⟇後、ࣝࣂク乳体⣽⬊数は次➨にῶᑡし、ᑐ⟇後に඲㌟⑕≧をక࠺乳ᡣ炎の発⏕はみら

れなかった。 

࠙࢟ー࣡ーࣝࣂ：ࢻク乳体⣽⬊数、分娩前乳Ồ検査、乳ᡣ炎、6WDSK\ORFRFFXV DXUHXVࠚ 

 

乳ᡣ炎による乳㔞ᦆኻ、体⣽⬊࣌࢕ࢸࣝࢼ

ー、἞⒪㈝➼、㓗㎰ᐙのᦆኻは⏒大である。

乳ᡣ炎の発⑕には、ཎᅉ⳦、牛の≧ែ、⎔ቃ、

ᦢ乳⾨⏕など㎰ᐙࡈとにཎᅉおよࡧ発⑕の᫬

期が␗なるためそれࡒれの㎰ᐙでのᑐ⟇が必

要となる 1)。今回、ࣝࣂク乳体⣽⬊数が高く

分娩前後での乳ᡣ炎が多発する 1 㓗㎰ᐙにお

いてᑐ⟇を⾜ったとこࢁ、඲㌟⑕≧をక࠺᪂

つ乳ᡣ炎がみられなくなり、ࣝࣂク乳体⣽⬊

数がῶᑡし⤒῭ⓗ効ᯝをᚓたので報告する。 

 

ᮦᩱ�ࡧࡼ᪉ἲ 

 ㎰ሙは、ᡂ乳牛 23 㢌の࢖ࢱストーࣝ、ᑐ⟇

はᖹᡂ 2� ᖺ 8 ᭶よりᐇ᪋し、ࢹーࢱはᖹᡂ

28 ᖺ 6 ᭶ᮎまでのものである。ᑐ⟇開ጞ前、

㐣ཤ 6 ࣨ᭶のᖹᆒࣝࣂク乳体⣽⬊数は 41 ୓

�PO、࣌࢕ࢸࣝࢼー回数は 15 回で㐺ྜ⋡は

1�㸣であった。ᑐ⟇前 1 ᖺ間の乳ᡣ炎⑓യ࢝

ࢸࣝ � ௳のࡕ࠺ 5 ௳は分娩前後一㐌間での初

診であった。この期間での乳ᡣ炎㌾⭯౑用ᮏ

数は �6 ᮏ、乳ᡣ炎㉳ᅉ⳦の検査Ṕはなく、ࣂ

ࣝク乳検査では 6�DXUHXV が検ฟされていた。

牛⩌の乳㢌スコアおよࡧ牛体の⾨⏕スコアは

Ⰻዲであり、分娩前後での乳ᡣ炎の発⑕が多

いことから、஝乳᫬およࡧ分娩前後での᪂つ

ឤᰁを疑った。そこで、஝乳期用㌾⭯（ࣇࢭ

分娩前乳Ồ検査ࡧリࣥ〇๣）の౑用およࢰ࢓

をᐇ᪋した。分娩前乳Ồ検査は、ᯈᇉらの᪉

ἲ 2）にᚑい⾜った。分娩ணᐃ日�㹼10日前に、

乳㢌ᾘẘ後に乳Ồを᥇ྲྀ、乳Ồ性≧を☜認し

た。粘⛻性がありỈアメ≧であれ࢕ࢹ、ࡤッ

ピࣥࢢのみ⾜った。粘⛻性がపく初乳≧、Ỉ

ᵝ≧であれࡤ &07 検査を⾜い、㝧性であれࡤ

Ἢ乳期用㌾⭯を 1 ᮏ注ධし࢕ࢹッピࣥࢢを⾜

った。㝜性であれ࢕ࢹࡤッピࣥࢢのみを⾜っ

た。 

 また、ࣝࣂク乳からは長ᖺ 6�DXUHXV が検ฟ

 

 

されており（図 1）、6�DXUHXV ಖ⳦牛の摘発の

ため、高体⣽⬊牛の乳Ồ⣽⳦検査をᐇ᪋した。 

 

  
� ங୰ࢡࣝࣂ � 6�DXUHXV ᳨ฟ� 

 

ク乳ᡂ分は、ኟᏘの乳⬡⫫のపୗとࣝࣂ 

3�) ẚの上᪼がẖᖺみられるものの、その௚

の乳ᡂ分はᖹᡂ 28 ᖺᗘにおいてᏳᐃしてい

た。ຍえて、乳ᡣ炎以እの࿘産期⑌⑓の発⏕

がᑡないことからも、㣫㣴⟶⌮はᑐ⟇᫬にお

いてはⰋዲであるとุ断した。 

 

ᡂ ⦼ 

ձ 分娩前検査⤖ᯝ 

 12 㢌ᐇ᪋し、初産牛 1 㢌は検査᫬に᥇ᮦ୙

能で、検査を中Ṇした。1 分ᡣは┣乳ฎ⨨を

しており、⥲分ᡣ数は 43 分ᡣでᐇ᪋した（図

2）。ṇᖖ乳Ồ分ᡣ 36 分ᡣのࡕ࠺ 2� 分ᡣがỈ

あめ≧、6 分ᡣが牛乳≧、3 分ᡣが初乳≧であ

った。␗ᖖ乳Ồ分ᡣは � 分ᡣで、コアࣛࢢー

ࢮ 㝜 性 ブ ࢻ ࢘ ⌫ ⳦ （ &RDJXODVH 1HJDWLYH 

6WDSK\ORFRFFL�&16）が 2 分ᡣ、6�DXUHXV が 4

分ᡣ、1 分ᡣは検査༑分㔞の乳Ồを᤼ἥࡎࡏ

検査でࡁなかったものの、分娩後に乳ᡣ炎は

発⑕しなかった。 

 
 

� � ศፔ๓ஙỒ᳨ᰝ⤖ᯝ 

 

ᖹᡂ 2� ᖺ 8 ᭶から 10 ᭶初᪪分娩ணᐃ牛 3

㢌については、すでに஝乳していたため஝乳

㌾⭯を౑用しなかった。஝乳期用㌾⭯を౑用

していない分ᡣ12分ᡣの3ࡕ࠺分ᡣが␗ᖖ乳、

஝乳期用㌾⭯を౑用した 8 㢌 31 分ᡣのࡕ࠺ 4

分ᡣが␗ᖖ乳であり、その割ྜは 25㸣から

13㸣にῶᑡしたが、分ᡣ数について有意ᕪは

みられなかった（図 3）。 

 
� � ஝ங㌾⭯�౑�᭷↓�ࡼ�ஙỒᛶ≧ 

 

ղ 高⣽⬊数牛の乳Ồ⣽⳦検査⤖ᯝ 

 高体⣽⬊数牛5㢌 18分ᡣについて乳Ồ⣽⳦

検 査 を ᐇ ᪋ し た と こ ࢁ 、 㐃 㙐 ⌫ ⳦ ⩌

（6WUHSWRFRFFXV VSS�）が᭱も多く 6 分ᡣ

33㸣、6�DXUHXV が 3 分ᡣ 1�㸣、&16 が 1 分ᡣ

6㸣であった。⳦検ฟがなかったものは 8 分ᡣ

で 44㸣であった（図 4）。6WUHSWRFRFFXV VSS�

は࢘࣋リス㝜性であり、ឤཷ性㌾⭯で἞⒪を

⾜った。6�DXUHXV は、஝乳前἞⒪または⦾Ṫ

中Ṇとし、ᦢ乳㡰ᗎ➼のᣦᑟを⾜った。 
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㯮ẟ࿴✀子牛࿧྾ჾ⑌患多発㎰ሙにおけるᑐ⟇の一஦౛ 

 

 

ᐩỌ ⏤㤶 

す㒊ᐙ畜診⒪ᡤ 

 

せ ⣙ 

㯮ẟ࿴✀့乳⫱ᡂ牛の࿧྾ჾ⑌患が多発していた㯮ẟ࿴✀⦾Ṫ⫧⫱一㈏⤒Ⴀ㎰ᐙにおいてᑐ⟇

を⾜った。発⑕㢌数を発⑕᫬期別、日㱋別に調査した⤖ᯝ、᫬期では 11᭶、12 ᭶、3᭶において

多発を認め、日㱋では 31日㱋から 60日㱋での発⑕が多かった。また㣫㣴≧ἣを調査した⤖ᯝ、

7'1 がపỈ‽であること、また⪺ྲྀࡁりによりᩜᩱの࢜࢞クࢬ஺᥮後の発တが多いことが分かっ

た。これらを㋃まえ、့乳⫱ᡂ牛のᐮ෭ᑐ⟇のᙉ໬と෤Ꮨのᩜᩱ஺᥮の中Ṇ、௦用乳⤥୚㔞のቑ

㔞を⾜ったとこࢁ、子牛の࿧྾ჾ⑓発⑕㢌数はᖺ間 6�㢌から 35㢌にῶᑡした。ᮏ㎰ሙにおいて

子牛のᰤ㣴≧ែࡸᐮ෭ᑐ⟇をぢ┤すことは、࿧྾ჾ⑌患ண㜵に㠀ᖖに効ᯝⓗであったといえた。 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：ᐮ෭ᑐ⟇、࿧྾ჾ⑌患、㯮ẟ࿴✀、࢜࢞クࠚࢬ 

 

࿧྾ჾ⑌患は子牛の୺たるṚஸཎᅉの一

つであり、៏性໬するとቑ体にᝏᙳ㡪をཬࡰ

し、その⤒῭ⓗᦆኻは大ࡁい 1）。⫼ᬒには⣽

のឤᰁ、スト࣐ࢬࣛࣉコ࢖࣐、スࣝ࢖࢘ࡸ⳦

ࣞスࡸᶵᲔⓗ่⃭などがある 2）。㏆ᖺ、多㢌

㣫⫱໬により多発傾向にあり、特に大つᶍ⫗

用牛㎰ሙの့乳⫱ᡂ牛でၥ㢟となっている 2）。

今回、့乳⫱ᡂ牛の࿧྾ჾ⑌患が多発してい

た㯮ẟ࿴✀⦾Ṫ⫧⫱㎰ሙでྛ✀ᑐ⟇を⾜った

のでそのᴫ要を報告する。 

 

㎰ሙᴫせ 

㎰ሙは㯮ẟ࿴✀⦾Ṫ⫧⫱一㈏⤒Ⴀで、⫧⫱

牛約 200 㢌、⦾Ṫ牛約 60 㢌を㣫㣴している。

㣫㣴⟶⌮᪉ἲのᴫ要を図 1 に示した。分娩後

1 㐌間はẕ子ྠᒃし、その後コࣥクリートの

牛ᗋに࣑ࣔ࢞ࣛᩜᩱとして౑用した့乳牛⯋

に⛣ືしてேᕤ့⫱にษり᭰える。約 1 ࣨ᭶

㱋で子牛牛⯋に⛣ືし、約 5 ࣨ᭶㱋でさらに

⫱ᡂ牛⯋に⛣ືする。子牛牛⯋およࡧ⫱ᡂ牛

⯋はコࣥクリート牛⯋にᩜᩱとして࢜࢞クࢬ

を౑用している。す࡭ての牛⯋でືຊᄇ㟝ჾ

を用いたࣝࢱࣝࢢアࣝࢻࣄࢹᾘẘを⾜ってお

り、࿧྾ჾ⑌患の多発する᫬期においてはẖ

日ᐇ᪋していた。ᐮ෭ᑐ⟇としては㉥እ⥺ࣄ

ーࢱーを౑用、またࢿック࢛࢘ー࣐ーを 11

᭶より╔用さࡏていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� � ᑐ⟇๓�Ꮚ��㣫㣴⟶⌮ 

 

࿧྾ჾ⑌患発⑕牛のࡕ࠺約 �6㸣は 240日㱋

ᮍ‶の⮬ᐙ⫱ᡂ子牛であった。また 31㹼60

日㱋での発⑕㢌数が᭱も多く、0㹼30 日㱋で

 

 

の発⑕はみられなかった。その後は日㱋が進

むにつれῶᑡ傾向を示したが、牛⯋間⛣ືの

᫬期にࡸࡸቑຍする傾向がみられた（図 2）。 

発⑕᫬期は 11 ᭶、12 ᭶、3 ᭶が特に多か

った。調査期間はᖹᡂ 26 ᖺ 4 ᭶からᖹᡂ 28

ᖺ 3 ᭶とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� � ᑐ⟇๓��㱋�⫵⅖Ⓨ⑕�� 

 

ᑐ ⟇ 

⏕後 1 㐌㱋より௦用乳を一日 500㹥⤥୚し

ていたが 7'1඘㊊⋡が 62㹼80㸣であったため、

᭱大 �40㹥にቑ㔞した。これにより 7'1 ඘㊊

⋡は 101㹼110㸣にቑຍした。㞳乳はᚑ᮶ 60

日㱋より⾜っていたが、�5 日㱋以㝆とし、ே

ᕤ乳 2000㹥⤥୚ᦤྲྀを┠㏵に⾜った。ᐮ෭ᑐ

⟇として、10 ᭶中᪪よりࢿック࢛࢘ー࣐ーཬ

ストを࣋ࡧ 4 ࣨ᭶ᮍ‶の子牛඲㢌に╔用さࡏ

た。また畜୺࡬の⪺ྲྀࡁりにより、ᩜᩱの࢜

࢞クࢬの஺᥮後に発တ、࿧྾ჾ⑌患を発⑕す

る個体がቑຍする傾向があることがわかった

ため、෤Ꮨはᩜᩱ஺᥮を中Ṇし、ᐃ期ⓗに㏣

ຍすることとした。ᖹᡂ 2� ᖺ 4 ᭶より့乳㔞

のቑ㔞を⾜い、10 ᭶よりᐮ෭ᑐ⟇を⾜った。 

 

⤖ ᯝ 

ᑐ⟇前の࿧྾ჾ⑌患のᖺ間発⑕㢌数は �0

㢌でṚஸ㢌数は 2 㢌であったが、ᑐ⟇後のᖺ

間発⑕㢌数は 65 㢌、Ṛஸ㢌数は 1 㢌とῶᑡし

た。240 日㱋ᮍ‶の子牛の発⑕㢌数は 6� 㢌か

ら 35 㢌とῶᑡした。᭶別では 11 ᭶、12 ᭶、

3 ᭶の発⑕㢌数がᑐ⟇前の༙数以ୗとなった

（図 3）。 

日㱋別ではす࡭ての日㱋において発⑕㢌

数がῶᑡあるいはᑐ⟇前とྠ数であった（図

4）。 

 

 

� � ᭶�Ⓨ⑕���ẚ㍑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� � �㱋�Ⓨ⑕���ẚ㍑ 

 

� � 

࿧྾ჾ⑌患はឤᰁにᑐする᢬ᢠຊがపୗ

し、発⑕に⮳る⑌患である。့乳子牛がᰤ㣴

୙Ⰻに㝗ると、ච␿⣽⬊の分໬࣭ቑṪがῶ㏥

し᢬ᢠຊがపୗする 3）。またᐮ෭ឤసなどに

よるストࣞス㈇Ⲵについてもච␿ᶵ能のᢚไ

のᙳ㡪が報告されている࡬産性⏕ࡸ 4）。ᮏ㎰

ሙでもᑐ⟇前には子牛の㣫ᩱ඘㊊⋡がపỈ‽

�

��

��

発
⑕
㢌
数
（
㢌
）

発⑕日㱋（日）
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であったこと、ᐮ෭ᑐ⟇の㐜れࡸ早期⤊஢に

よりᐮ෭ストࣞスに᫹されていたこと、ᩜᩱ

の࢜࢞クࢬを஺᥮᫬に྾ᘬすることによるᶵ

Ეⓗ่⃭など、」ྜⓗな要ᅉにより࿧྾ჾ⑌

患が多発していたと考えられた。⣅ࡸᒀから

発⏕するアࣥࣔࢽア࢞スは࿧྾ჾ⑌患のㄏᅉ

となると報告されている 5）。ᩜᩱ஺᥮の中Ṇ

は牛⯋内のアࣥࣔࢽア発⏕㔞をቑຍさࡏる可

能性が考えられたが、ᮏ㎰ሙではᩜᩱ஺᥮を

中Ṇしてもアࣥࣔࢽア⮯をឤࡌなかった。ཎ

ᅉとしてはᩜᩱが㇏ᐩであり、᥮Ẽも༑分⾜

われていたために牛ᗋを஝⇱した≧ែにಖつ

ことがでࡁたことが考えられる。そのため、

ᩜᩱの㔞ࡸ᥮Ẽ㔞を༑分☜ಖすることがᮏᑐ

⟇を⾜࠺㝿に୙可Ḟであると考える。 

⛣ືのストࣞスについても࿧྾ჾ⑌患を

ᘬࡁ㉳こす要ᅉであると報告されており 6)、

ᮏ㎰ሙにおいても⫵炎多発᫬期と相関性を示

すことから関㐃が疑われたが、సᴗ上ኚ᭦す

ることがᅔ㞴であり、今回のᑐ⟇でのኚ᭦は

ぢ㏦った。࿧྾ჾ⑌患のㄏᅉと考えられるす

、ての要⣲を㝖ཤすることはᅔ㞴であったが࡭

可能な⠊ᅖで⾜࠺ᑐ⟇であっても効ᯝをᚓら

れることがわかった。 

しかし、㯮ẟ࿴✀子牛の௦用乳⤥୚㔞には

ᵝࠎな報告があり �-�）、さらに࢚ࢠࣝࢿー要ồ

㔞はᐮ෭⎔ቃୗでቑຍするとの報告 10）もあ

るため、今回のᑐ⟇でのቑ⤥㔞が༑分である

かど࠺かは୙明である。ᮏ㎰ሙではᑐ⟇後も

౫↛として࿧྾ჾ⑌患発⑕㢌数が多く、今回

のᑐ⟇は༑分なものであるとはいえない。今

後、牛⯋⛣ື᫬期のぢ┤しなど、᭦なるᑐ⟇

の必要性もྵめて検討する必要がある。 
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✲会誌 4(3),�2-�6(200�) 

（�）➲ᑿᾈྐ,ᮌ᭮⏣⦾,℩ᑿ⥲一ら：ᒸ山

࿴牛子牛に㐺したேᕤ့乳体⣔の☜❧,ᒸ山

⥲畜ࢭ研報 18,35-45(200�) 

（10）ᮌୗၿஅ：子牛にᑐするᐮ෭のᙳ㡪,

日ᮏ畜産Ꮫ会北ᾏ㐨ᨭ㒊会報 2�(2),22-28

（1�85） 

一㎰ሙで発⏕した乳牛の 6DOPRQHOOD 6DLQWSDXO ឤᰁ஦౛ 

 

 

Ỉᡞ ᗣ明  ᐩỌ ⏤㤶 1） ᆏ㒊 ྜྷᙪ 2） 

ᐙ畜ㄢ 1)す㒊ᐙ畜診⒪ᡤ 2)ᒸ山┴高ᱱᐙ畜ಖ೺⾨⏕ᡤ 

 

せ ⣙ 

牛のࣛࢿࣔࣝࢧ⑕は、6DOPRQHOOD ᒓ⳦によってᘬࡁ㉳こされ、ୗ⑩࣭඲㌟性炎⑕性⑕ೃ⩌を୺

ᚩとするឤᰁ⑕である。ᡂ乳牛 31㢌、⫱ᡂ牛 �㢌を㣫㣴する 1㓗㎰ሙにおいて、ᖹᡂ 26ᖺ �᭶

2� 日から約㸯ࣧ᭶間の間に 6㢌の牛が㣗ḧ୙᣺、発⇕を࿊し、ࡕ࠺ 2㢌にᝏ⮯ࡸฟ⾑౽をకわな

い㍍ᗘୗ⑩がぢられたことから、発⑕牛ཬྠࡧᒃ牛8㢌の⣅౽検査を⾜った。その⤖ᯝ6DOPRQHOOD 

6DLQWSDXO（6�6DLQWSDXO）が分㞳された。10 ᭶ 30 日にᐇ᪋した発⑕牛をྵむ඲㢌⣅౽検査で、

31 㢌中 20 㢌（64�5㸣）がࣛࢿࣔࣝࢧᒓ⳦ಖ⳦㝧性であった。ᑐ⟇として、分㞳ࣛࢿࣔࣝࢧ⳦に

有効なᢠ⳦๣の඲㢌ᢞ୚、⏕⳦๣の⥅⥆ᢞ୚、牛⯋ᾘẘをᐇ᪋したとこ11、ࢁ᭶ 20 日には 33 㢌

中 2㢌（6�1㸣）のみの㝧性となり、発⇕ࡸ㣗ḧ୙᣺を示す牛はぢられなかった。ࣛࢿࣔࣝࢧ⑕は

ᵝࠎな⑕≧を࿊するので、ឤᰁ⑕を疑࠺⑕౛には、⣽⳦分㞳ཬࡧ分㞳⳦のᢠ⳦๣にᑐするឤཷ性

を調࡭る➼の検査の必要があると考えられた。 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：ᇵ㣴᫬間、ୗ⑩⑕、ࣛࢿࣔࣝࢧ⑕、6DOPRQHOOD 6DLQWSDXOࠚ 

 

牛のࣛࢿࣔࣝࢧ⑕はࣛࢿࣔࣝࢧᒓ

6DOPRQHOOD(6�)⳦によりᘬࡁ㉳こされるឤᰁ

⑕で、⾑Ύᆺは約 2500 ✀に༊別されるが、そ

のなかでも 6�7\SKLPXULXP、6�'XEOLQ、

6�(QWHULWLGLV はᒆฟఏᰁ⑓にᣦᐃされてい

る。ᚑ᮶は子牛における発⏕が報告されてい

たが、1��0 ᖺ以㝆、ᦢ乳牛で発⏕報告がቑຍ

している 1,2）。一᪦、㎰ሙ内࡬౵ධするとΎί

໬には多大なປຊと⤒῭ⓗ㈇ᢸがᙉいられる。

⑕≧は発⇕ࡸᝏ⮯のある㯤Ⰽୗ⑩、粘⾑౽が

特ᚩⓗであり、㔜⑕であれࡤ㉳❧୙能、Ṛに

⮳るሙྜもある 1,3)。今回、一㓗㎰ሙにおいて

6�6DLQWSDXO ឤᰁ஦౛に㐼㐝したのでᴫ要を

報告する。 

 

ᮦᩱ�ࡧࡼ᪉ἲ 

 発⏕㎰ሙのᴫ要 

発⏕㎰ሙはᡂ乳牛 31 㢌、⫱ᡂ牛 � 㢌の࣍

ࣝスࣥ࢖ࢱ✀を㣫㣴し、⫱ᡂ牛は⮬ᐙ⏕産し

ていた。ᦢ乳牛はᑐᑼᘧの࢖ࢱストーࣝで、

⫱ᡂ牛ཬࡧ஝乳牛は、ᦢ乳牛⯋㞄の㐠ືሙཬ

スで㣫㣴していた。発⏕の約࣐ࡧ 11 ࣨ᭶前に

㏆㞄のᗫᴗした㓗㎰ᐙから 3 㢌ᡂ乳牛のᑟධ

があった。なお、඲ての㣫⫱牛にᑐしてࣝࢧ

 。クチࣥはᮍ᥋✀であった࣡ࣛࢿࣔ

 ⤥୚㣫ᩱは、㓄ྜ㣫ᩱ、ࣅーࣝ⢑、スーダ

ࣥ஝ⲡཬࣗ࢟࢖࣊ࡧーブのほか、⮬ᐙ〇の✄

わら、ࢱ࢖リアࣥࣞ࢖ࢧーࢪཬࡧコーࣥ࢖ࢧ

ࣞーࢪであった。 

検査ᮦᩱ 

発⑕牛ཬྠࡧᒃ牛について、┤⭠౽ཬࡧ㰯

⭍ス࣡ブを᥇ᮦした。また、⎔ቃ中検査では、

㣫ᵴ、Ỉᵴ、牛ᗋについて⁛⳦⏕⌮㣗ሷỈに

ᾐしたス࣡ブでྲྀࡁࡩり、検査に౪した。 

 スᏛⓗ検査ࣝ࢖࢘

コࣟࣝ࢖࢘ࢼスは、明▼らの࣐࢖ࣛࣉー

（%&9-31： 5
  **&  &7$  $&$  7$&  $7& 
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ᮾி(2008) 

（4）9LOFHN 6,+HUULQJ $-,+HUULQJ -$ HW DO� 

�3HVWLYLUXVHV LVRODWHG IURP SLJV,FDWWOH, 

DQG VKHHS FDQ EH DOORFDWHG LQWR DW OHDVW 

WKUHH JHQRJURXSV XVLQJ SRO\PHUDVH FKDLQ 

UHDFWLRQ DQG UHVWULFWLRQ HQGRQXFOHDVH 

DQDO\VLV�,$UFK 9LURO�,136(3-4),30�-323 

(1��4) 

（5）中ᒸ♸ྖ,❧ⰼᬛ：北ᾏ㐨における牛ࢧ

ࣝ ࣔ ࢿ ࣛ ⑕ の ⌧ ≧ と ᑐ ⟇ , ᐙ 畜 診

⒪,5�,2��-285(2010) 

（6）す山⠜,ᒸᮏᖾ,有Ᏻு௦：ὶ࣭早࣭Ṛ産

をᘬࡁ㉳こすࣛࢿࣔࣝࢧឤᰁ⑕と㜵㝖ᑐ⟇,

ᐙ畜診⒪,5�,6��-�02(2012) 

（�）⣽⳦検査,ᐙ畜ඹ῭における⮫ᗋ⑓⌮検

査要㡿,ᖹᡂ 1� ᖺᨵゞ,310,඲ᅜ㎰ᴗඹ῭༠

会,ᮾி(2003) 

（8）小ᯘဴኵ,ᮡᮏ⠜⣖,ᮧᯇ┤▮ら：⏕⳦〇

๣ 長 期 㐃 ⥆ ᢞ ୚ に よ る ࢧ ࣝ ࣔ ࢿ ࣛ

（6DOPRQHOOD 7\SKLPXULXP）ឤᰁ⑕発⏕㓗㎰

ᐙのΎί໬ᑐ⟇,ᐙ畜診⒪,4�㸪833-83�（2000） 

（�）ⶑ἟ள▮子,㟷ᮌள⣖子：㓗⫗」ྜメ࢞

⑕のΎί໬஦ࣛࢿࣔࣝࢧー࣒における牛࢓ࣇ

౛,⮫ᗋ獣་,2�,32-35(200�) 

（10）内⏣㑳ኵ：牛のࣛࢿࣔࣝࢧ⑕,牛⑓Ꮫ, 

明▼༤⮧,Ụཱྀṇᚿ,⚄ᑿ次ᙪ,ຍⱱ前⚽ኵ,㓇

஭㇏,ⰾ㈡⊛,┾㘠᪼⦅,➨୕∧,262-264,㏆௦

ฟ∧,ᮾி(2013) 

（ 11 ） Ⲷ 㔝 ዲ ᙪ ： 1 㓗 ㎰ ሙ に 発 ⏕ し た

6DOPRQHOOD 6DLQWSDXO ឤᰁ⑕とΎί໬ᑐ⟇,

畜産ᢏ⾡(2012)106,10-13,ࡈ࠺ࡻࡦ 

 

 ーࣥのᛂ用ࣞࢻ⣒ࣥࣟ࢖ࢼにおける㣕⠇࿘ᅖ炎でのࢩ࢘

 

 

᳃⏣ ᗣᗈ  ᓘ⏣ 大ᚿ 1) 

┿ᗞᐙ畜診⒪ᡤ 1)ⵛ山ᐙ畜診⒪ᡤ 

 

せ ⣙ 

を図る᪉ࢪーࢼࣞࢻ⣒を๰内にᤄධし、ẟ⣽⟶⌧㇟でࣥࣟ࢖ࢼーࣥとは」数のࣞࢻ⣒ࣥࣟ࢖ࢼ

ἲである。今回このࢼࣞࢻーࢪἲを࢘ࢩ⮫ᗋ⌧ሙで౑用するためにᨵⰋを⾜い、Ⰻዲな⤖ᯝをᚓ

た。ᐇ㦂 1 では⮋⒆ࣔࣝࢹをసᡂし、࢘ 、効ᯝを検討したがࢪーࢼࣞࢻーࣥのࣞࢻ⣒ࣥࣟ࢖ࢼ用ࢩ

チࣗーブࣞࢻーࣥよりも有意に᤼液が可能であった。ᐇ㦂 2において࢘ࢩ⮫ᗋ⌧ሙにおける㣕⠇

࿘ᅖ炎での㐺用を検討したが、ᮏࣞࢻーࣥは᤼⮋㔞にかかわらࡎᾐฟ液の回཰は⥅⥆ⓗであり、

ᚑ᮶の࢞ーࣞࢻࢮーࣥࡸチࣗーブࣞࢻーࣥ、࣌ࣥࣟーࣞࢻࢬーࣥのၥ㢟Ⅼである๰ཱྀ㛢㙐ࣞࢻࡸ

ーࣥのワまりはぢられࡎ⮫ᗋ⌧ሙでの有用性が☜認された。  

࠙࢟ー࣡ーࢼࣞࢻ：ࢻーࢪ、እയ἞⒪、㣕⠇࿘ᅖ炎、ࣥࣟ࢖ࢼ⣒ࣞࢻーࣥ、⮋⒆ࠚ 

 

ーࣥは୺ࣞࢻᗋ⌧ሙで౑用される⮫ࢩ࢘

にチࣗーブࣞࢻーࣥと࢞ーࣞࢻࢮーࣥである。

チࣗーブࣞࢻーࣥには、⭍内のᅽຊࡸ㔜ຊに

よって᤼液さࡏる᪉ἲ 空ᵓ㐀内㒊を㝜⟶ࡸ(1

ᅽにし、ᙉไⓗに᤼液さࡏる᪉ἲ 2, 3)があり、

粘⛻性の高い⮋Ồࡸ⾑液の᤼液も回཰可能で

ある。しかし、୧ࣞࢻーࣥඹにタ⨨、࣑ࣝ࢟

の⟶⌮が㔝እでは↹㞧であることがၥ➼ࢢࣥ

㢟Ⅼとしてᣲࡆられる。また、࢞ーࣞࢻࢮー

ࣥは࢞ーࢮの྾‵性を฼用したものであり、

チࣗーブࣞࢻーࣥにẚ࡭㔝እでの⟶⌮もしࡸ

すく⮫ᗋ⌧ሙではẚ㍑ⓗ౑用されるが、๰እ

に㟢ฟした࢞ーࢮの஝⇱により๰ཱྀ㛢㙐を㉳

こしࡸすく、粘⛻性の高いⁱฟ液、⮋Ồはࢻ

ーࣥ஺᥮、ᢤཤࣞࢻない。またࡁでࢪーࢼࣞ

᫬に๰内の᪂⏕⤌⧊を๤㞳してしま࠺とい࠺

ၥ㢟Ⅼがある。一᪉、ࣥࣟ࢖ࢼ⣒ࣞࢻーࣥと

は」数のࣥࣟ࢖ࢼ⣒を๰内にᤄධし、ẟ⣽⟶

⌧㇟でࢼࣞࢻーࢪを図る᪉ἲ 4, 5)であり、ࣄ

ト་⒪では୺にື物ညയなどのឤᰁ๰、໬⮋

๰のࢼࣞࢻーࢪに฼用されている。 

関⠇࿘ᅖ炎は関⠇࿘ᅖの㌾㒊⤌⧊に炎⑕

をక࠺ものであり、㣫⫱⎔ቃࡸ乳ᡣ炎の有↓、

高Ἢ乳ࡸ高産次の個体に多発するとされてい

る 6, �)。⮫ᗋ⌧ሙで多く㐼㐝する関⠇࿘ᅖ炎

は㣕⠇࿘ᅖ炎であり㊊᰿関⠇࿘ᅖ࡬の㉳అに

よるᣢ⥆ⓗな่⃭が⓶⭵のᦆയおよࡧኚ性、

ቯṚを㉳こし、⓶ୗᄞ⬊ࡸ⓶ୗ⮋⒆がᙧᡂさ

れ、஧次ⓗに⣽⳦ឤᰁが㉳こり発⑕すると考

えられている 8)。ฎ⨨᪉ἲとしてはὙί、᤼

液、ࢹブリー࣐ࣥࢻ、ࣛッࣉによるࣞࢻッࢩ

開ᨺ性࢘ェット࠺⾜をࢢࣥࢪーࢸࣥࣂ、ࢢࣥ

が᥎ዡされ、⮋⒆をษ開するሙࢢࣥࢩッࣞࢻ

ྜは小ษ開を」数個ᡤにタけてࣞࢻーࣥをタ

⨨する᪉ἲが᥎ዡされている �)。 

今回、ࣥࣟ࢖ࢼ⣒によるࢼࣞࢻーࢪἲを࢘

ᗋ⌧ሙで౑用するためにᨵⰋし、その性⮫ࢩ

能を評価した。また、㣕⠇࿘ᅖ炎にᑐしᨵⰋ

したࣞࢻーࣥを㐺用しⰋዲな⤖ᯝをᚓられた

ので報告する。 
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53-62(1���) 

（3）$UJHQWD /&, 0RU\NZDV 0-� �  

9DFXXP-DVVLVWHG FORVXUH� D QHZ PHWKRG IRU 

ZRXQG FRQWURO DQG WUHDWPHQW� FOLQLFDO 

H[SHULHQFH� $QQ 3ODVW 6XUJ� -XQ�38(6), 

563-5�6(1���) 

（4）ኟ஭╬ � ᪂しい๰യ἞⒪,ࣥࣟ࢖ࢼ⣒ࢻ

ἲのまとめࢪーࢼࣞ

KWWS���ZZZ�ZRXQG-WUHDWPHQW�MS�QH[W�FDVH�

440�KWP 

（5）ᅵ⫧有஧：ࣥࣟ࢖ࢼ⣒を用いたࢼࣞࢻー

�⒪ἲࢪ 1\ORQ 'UDLQDJHa�, 日ᮏ᭱小౵くᩚ

ᙧእ科Ꮫ会誌,日ᮏ᭱小౵くᩚᙧእ科Ꮫ会 ⦅, 

13(1),40-4�(2013) 

（6）5XWKHUIRUG, .� 0� '�, /DQJIRUG,)�0�, 

-DFN,0�&�, HW DO� � +RFN LQMXU\ SUHYDOHQFH 

DQG DVVRFLDWHG ULVN IDFWRUV RQ RUJDQLF DQG 

QRQRUJDQLF GDLU\ IDUPV LQ WKH 8QLWHG 

.LQJGRP�  - 'DLU\ 6FL� �1(6) 2265-22�4 

(2008) 

（�）9DQ *DVWHOHQ, 6�,:HDWHUODDQ,%�, 

+RXZHUV,'�-�, HW DO� � $ VWXG\ RQ FRZ 

FRPIRUW DQG ULVN IRU ODPHQHVV DQG PDVWLWLV 

LQ UHODWLRQ WR GLIIHUHQW W\SHV RI EHGGLQJ 

PDWHULDOV�  - 'DLU\ 6FL� �4 (10)  

48�8-4888(2011) 

（8）㜿㒊ᴿ, ᳜ ᯇṇᕭ, 小ᓟ೺一ら� 乳牛の

㊊᰿関⠇࿘ᅖ炎の⮫ᗋ⑓⌮,日ᮏ獣་ᖌ会㞧

誌,55(3),143-14�(2002) 

（�）⏣ཱྀΎ：関⠇࿘ᅖ炎の診断とฎ⨨, ᐙ畜

診⒪,633,13�-14�(2016) 

（10）相ཎගኵ � ᪂しい牛⩌検ᐃᡂ⦼につい

て（その 32）,/,$- 1HZV, 1R�14�,11-16 (2014) 

（11）+X[OH\, -� 1�, DQG +� 5� :KD\� � 

&XUUHQW DWWLWXGHV RI FDWWOH SUDFWLWLRQHUV 

WR SDLQ DQG WKH XVH RI DQDOJHVLFV LQ FDWWOH� 

9HWHULQDU\ 5HFRUG,-RXUQDO RI WKH %ULWLVK 

9HWHULQDU\ $VVRFLDWLRQ,15�(20),(2006) 

（12）.HVWHU, (�, 0� +RO]KDXHU, DQG .�  

)UDQNHQD� � $ GHVFULSWLYH UHYLHZ RI WKH 

SUHYDOHQFH DQG ULVN IDFWRUV RI KRFN OHVLRQV 

LQ GDLU\ FRZV� 7KH 9HWHULQDU\ -RXUQDO, 

202(2),222-228(2014) 

（13）&DSXUUR, $�, $VS£Q, $�, 

8QQHUVWDG,+�(�, HW DO� � ,GHQWLILFDWLRQ RI 

SRWHQWLDO VRXUFHV RI 6WDSK\ORFRFFXV DXUHXV 

LQ KHUGV ZLWK PDVWLWLV SUREOHPV�  - 'DLU\ 

6FL,�3(1),180-1�1(2010) 

（14）&LFFRQL-+RJDQ, .� 0�, *DPURWK, 0�, 

5LFKHUW, 5�, HW DO� � 5LVN IDFWRUV 

DVVRFLDWHG ZLWK EXON WDQN VWDQGDUG SODWH 

FRXQW, EXON WDQN FROLIRUP FRXQW, DQG WKH 

SUHVHQFH RI 6WDSK\ORFRFFXV DXUHXV RQ 

RUJDQLF DQG FRQYHQWLRQDO GDLU\ IDUPV LQ WKH 

8QLWHG 6WDWHV� - 'DLU\ 6FL,�6(12), 

�5�8-�5�0(2013) 

（15）1XVV, .�, :HLGPDQQ, (� � +RFN OHVLRQV 

LQ GDLU\ FRZV̽ DQ RYHUYLHZ� 7LHU¦U]WOLFKH 

3UD[LV *UR¡WLHUH,41(4),234-244(2013) 

（16）%UHQQLQNPH\HU, &�, 'LSSHO, 6�,  

%ULQNPDQQ, -� HW DO�� +RFN OHVLRQ 

HSLGHPLRORJ\ LQ FXELFOH KRXVHG GDLU\ FRZV 

DFURVV WZR EUHHGV,IDUPLQJ V\VWHPV DQG 

FRXQWULHV�3UHY 9HW 0HG,10�(3),236-245 

(2013) 

（1�）❑⏣ᛅኵ � ーࣥ⥲ㄽ, ,17(16,9,67ࣞࢻ 

8(3),521-525(2016) 

 

高ᗘなᾋ⭘を࿊した腹膜中⓶⭘の㸯⑕౛㻌

 

 

᰿ᮌ ៞ᙪ  Ỉୖ ᬛ⛅ 㻝㻕 

༡㒊ᐙ畜診⒪ᡤ 1)ᒸ山ᐙ畜ಖ೺⾨⏕ᡤᐙ畜⑓性㚷ᐃㄢ 

 

せ ⣙ 

高ᗘのᾋ⭘を࿊する⑕౛に㐼㐝し、⾑液検査、࢚コー検査では⏕前診断がᅔ㞴であったため、

⑓⌮ゎ๗およࡧ⑓⌮⤌⧊Ꮫⓗ検査を⾜った。ゎ๗⤖ᯝは腹Ỉが多㔞に貯留し、大⥙、⭠間膜、⭁

⮚、子宮にⓑⰍ⭘⒗がᗈがっており、⑓⌮⤌⧊検査で⭘⒆⣽⬊のቑṪがぢられた。この⤖ᯝから

腹膜中⓶⭘と診断された。 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：ᾋ⭘中⓶⭘ࠚ 

 

中⓶⭘は⮫ᗋ⑕≧がஈしく、㣗⫗ฎ⌮ሙで

発ぢされるものがほとࢇどである。今回、腹

膜中⓶⭘により高ᗘのᾋ⭘を࿊したᡂ乳牛に

㐼㐝したので、そのᴫ要を報告する。 

 

⑕≧�ࡧࡼ⤒㐣 

+18�11�01 ⏕まれのブࣛ࢘ࣥス࢖ス✀の㞤。

+28�4�18、஝乳牛の㣗ḧが↓いとの⛺告で 

診౫㢗された。 

1 診᫬、体  3��1Υ、ᚰᢿ 110 回�分、ỿ

㨚、㣗ḧ୙᣺、ୗ腹㒊から乳ᡣまで㔜ᗘのᾋ

⭘を࿊していた。⾑液一⯡検査では、ⓑ⾑⌫

数のቑຍ、ዲ中⌫の割ྜのቑຍがぢられた（⾲

1）。⾑液⏕໬Ꮫ検査では、$67、&.、/'+、2+%$、

1()$ の 5 㡯┠にቑຍがぢられた(⾲ 2)。 

2 診┠は⬚ᆶにもᾋ⭘がཬࡧ、ᚰ音⫈ྲྀᅔ

㞴となり、超音波検査ではᚰ⮚࿘ᅖに࢕ࣇブ

リࣥᵝ物、腹Ỉ貯留が☜認された(図 1-3)。 

以上の⤖ᯝからᚰ⑌患、ⓑ⾑⑓を疑い、⑓

ែゎ明のため、ᒸ山ᐙ畜ಖ೺⾨⏕ᡤに⑓性㚷

ᐃ౫㢗した。 

 

 

 

⾲ � ⾑ᾮ୍⯡᳨ᰝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⾲ � ⾑ᾮ⏕໬Ꮫ᳨ᰝ 
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はᑡ数だとされている。ேではアス࣋ストの

᭚㟢によってᘬࡁ㉳こされるが、牛でのᅉᯝ

関ಀは分かっていない。 

今回の⑕౛は腹膜、リࣥࣃ⠇にࡧまࢇ性乳

㢌≧ቑṪを示し、⭘⒆⣽⬊が認められたこと

から上⓶性のᝏ性腹膜中⓶⭘であると疑われ

た。�ṓ㱋であり、ඛኳ性のものでは↓いもの

と考えられた。௚の⮚ჾから⭘⒆がᙧᡂされ

⥅発することもあるが、ᮏ⑕౛では௚⮚ჾに

␗ᖖがぢられなかったことから、腹膜がཎ発

であると考えられるが、発⑕のཎᅉは୙明で

あった。 

 

ཧ��� 

(1)-XEE,.�9�)�DQG .HQQHG\,3�&��3DWKRORJ\ 

RI GRPHVWLF DQLPDOV, 2QG (G�, 9RO�2, 282, 

1HZ <RUN,$FDGHPLF 3UHVV(1��0) 

(2)0RXOWRQ,-,(,�7XPRUV LQ GRPHVWLF 

DQLPDOV,2QG(G�,283-285,%HUNHOH\,8QLYHUVL

W\ RI &DOLIRUQLD 3UHVV(1��8) 

ඛኳⓗに㰯Ꮝが 3つ存在した子牛の一౛ 

 

 

㰻藤 ឡ  ᯶ Ṋᚿ 1）  すᮧ ு 1） 

 ᒸᮏ ⰾᬕ 1）  ᳃⏣ ๛ோ 1） ᑍ⏣ ♸Ⴙ 1） 

⏕産獣་⒪ᨭ᥼ࢱࣥࢭー 1）㫽ྲྀ大Ꮫ 

 

せ ⣙ 

⏕まれつࡁ㰯Ꮝが 3つ存在した࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ✀㞤子牛において、ண後ุ断およࡧᙧᡂ⾡の┠ⓗ

で㢌㒊 &7検査をᐇ᪋した。ᕥྑの㰯Ꮝはṇᖖ఩⨨にあったが、中間にも࠺一つの㰯Ꮝを認めた⑕

౛であった。検査の⤖ᯝ中間に఩⨨する㰯Ꮝは┣➃となっており、その࿘ᅖに㦵ᵝのᵓ㐀が存在

することがุ明した。また㰯中㝸は㰯ᱱにἢって大ࡁくブーメࣛࣥᵝにᒅ᭤しており、それによ

りྑഃの㰯⭍は⊃✽し、一㒊ほとࢇど内⭍が認められない㡿ᇦも存在した。その後┣➃となって

いる中間㰯Ꮝを㛢㙐するᙧᡂᡭ⾡を⾜った。 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：㰯Ꮝ ወᙧ 6XSHUQXPHUDU\ QRVWULOࠚ 

 

6XSHUQXPHUDU\ QRVWULO とは、௜ຍⓗな㰯

Ꮝが存在する㠀ᖖに⛥なඛኳ性のወᙧである。

これは⬇ᙧᡂ期の␗ᖖにより㉳こる㰯のወᙧ

であり、1�06 ᖺ、/LQGVD\ により初めて報告

され、⌧在までに 34 ースの報告がされていࢣ

る 1,2）。ື 物においてはⱥㄒㄽᩥとしての報告

は今までにない。今回、࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ✀㞤子

牛において 6XSHUQXPHUDU\ QRVWULO が疑われ

る⑕౛に㐼㐝したのでそのᴫ要を報告する。 

 

⑕౛�ᴫせ 

 ᖹᡂ 2� ᖺ � ᭶ 21 日⏕まれの࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ

✀㞤子牛で、⏕まれつࡁ㰯Ꮝが 3 つ存在した。

ᕥྑ㰯Ꮝはṇᖖ఩⨨にあるものの、ᗈい㰯㙾

のためṇᖖ子牛にẚ࡭て㎶⦕にኚ఩、ⱝᖸᡥ

ᖹで小さなᏍとして観察された。中間㰯Ꮝは

ྑഃ㰯Ꮝの㏆ഐにあり、腹⫼᪉向に長㍈をも

つᡥᖹな小さなᏍとして存在した。中間㰯Ꮝ

よりṇ中࣭㏆ഐの㰯㙾にはⓑẟの有ẟ㒊がみ

られた。እ観上、㰯ᱱは㰯㙾㸫║❐ࣛࣥ࢖前

᪉ 1�3 㡿ᇦでᕥഃにᒅ᭤していた（図 1㸪2）。

⑕౛はඖẼ、့乳ḧあり、735 はṇᖖ、࿧྾

ჾ⑕≧の発⌧もなく、㢦㠃以እにእぢ上のወ

ᙧは認められなかった。㣫い୺はண後ุᐃな

らࡧにᩚᙧእ科をᕼᮃ、45 日㱋に㫽ྲྀ大Ꮫを

ཷ診した。

 

� � ⑕౛�እㇺ 
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� � ᢤ⣒᫬�㰯㙾ᣑ኱� 

 

� � 

 6XSHUQXPHUDU\ QRVWULO は発⏕が㠀ᖖに⛥

な㰯のወᙧである。日ᮏでは࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ✀

乳用子牛においてྑഃ㰯⭍上᪉に఩⨨する小

ᆺ෇⟄ᙧの㰯Ꮝの㐣ᙧᡂの⑕౛報告があるも

のの 4)、ື物におけるⱥㄒㄽᩥはない。その

た め ᮏ ⑕ ౛ は ୡ ⏺ で も 報 告 の な い

6XSHUQXPHUDU\ QRVWULO が疑われたඛኳወᙧ

の⑕౛であった。⬇子期において、እ㰯Ꮝは

一ᑐの㰯ࣛࣉコーࢻからᙧᡂされる 5)。

6XSHUQXPHUDU\ QRVWULO の発⏕ཎᅉは୙明で

あるが、この᫬期の⣽⬊のቑṪ㐣⛬でഅ発ⓗ

にட⿣が⏕ࡌる、または㰯ࣛࣉコーࢻが㐣๫

に発⏕することによるものである可能性が考

えられる。 

 ᖹᡂ 2� ᖺ 1 ᭶⌧在 16 か᭶㱋となるが、⑌

⑓に罹患することもなく、௚の個体ྠᵝに㡰

調に発⫱している。 

またᮏ⑕౛は㰯㙾㒊の⑌患にᑐする⾡ᘧ

をᢕᥱする上でⰋい᝟報となった。 

 

����  

（1）/LQGVD\ %：$ QRVH ZLWK VXSHUQXPHUDU\ 

QRVWULOV,7UDQV 3DWKRO 6RF /RQG5�,32�-330 

(1�06) 

（ 2 ） 0LVKUD /. HW DO� ： 6XSHUQXPHUDU\ 

QRVWULO�UHSRUW RI D UDUH FDVH DQG D UHYLHZ 

RI WKH OLWHUDWXUH�3ODVW 6XUJ &DVH 6WXGLHV, 

1(3),55-56(2015) 

（3）今別ᗓ࿴ᡂ㸪ⷧ❑㑳㑻㸪႐⣡ᨻᙪ：⤖᮰

を用いた㯮ẟ࿴✀牛の㰯㙾断⿣⦭ྜἲࢻࣥࣂ

の検討㸪ᐙ畜診⒪,64(2),8�-�4(2015) 

（4）前㔝࿴฼㸪ᩪ藤᫛：࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ✀乳用

子 牛 に み ら れ た 多 㰯 の ᡭ ⾡ ౛ , 北 獣 会

誌,5�,4�2-4�4(2013) 

（5）'UHZ 0�1RGHQ,$OH[DQGHU 'H /DKXQWD：

ᐙ畜発⏕Ꮫ,∾⏣Ⓩஅ┘ヂ,15�-1�4,Ꮫ❆♫,

ᮾி(1��2) 

ᚰᐊ中㝸Ḟᦆ⑕と診断した࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ✀の一⑕౛ 

 

 

Ώ㑓 ༟ᙗ  ᐩỌ ⏤㤶  Ⲩᮌ ຬ௓ 1) 

す㒊ᐙ畜診⒪ᡤ 1)⏕産獣་⒪ᨭ᥼ࢱࣥࢭー 

 

せ ⣙ 

超音波検査にてᚰᐊ中㝸Ḟᦆ⑕と診断した 1ࣨ᭶㱋࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ✀に、ண後ุᐃのためࣄトの

ᚰᐊ中㝸Ḟᦆ⑕のண後ุᐃとして用いられている .LUNOLQ の分㢮を㐺ᛂした。ᮏ牛は、.LUNOLQ㸫

ϩと診断されたため㣫㣴を⥅⥆し、ᐃ期ⓗに超音波検査をᐇ᪋し⤒㐣観察した。4ࣧ᭶㱋᫬には、

ᣑᙇしたḞᦆᏍとᕥᚰᐊᣑᙇ、� ࣧ᭶㱋᫬にはよりᣑᙇしたḞᦆᏍ、ᕥᚰᐊᣑᙇにຍえྑᚰᐊᣑ

ᙇが認められた、ྑᚰᐊからᕥᚰᐊ࡬の⾑液ࣥࣕࢩトは☜認されなかった。10ࣧ᭶㱋᫬には、Ḟ

ᦆᏍの⦰小が認められた。この一㐃の⤒㐣は、ࣄトの .LUNOLQ㸫ϩと㓞ఝしていた。このことか

ら超音波画像診断にて .LUNOLQ の分㢮を⾜࠺ことにより、ண後ุᐃの一ຓとなる可能性が示唆さ

れた。 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：ḞᦆᏍの⦰小、.LUNOLQ の分㢮、ᚰᐊ中㝸Ḟᦆ⑕、ண後ุᐃࠚ 

 

ᚰᐊ中㝸Ḟᦆ⑕は牛において᭱も多くぢ

られるᚰወᙧであり、発⏕⋡は 0�1㸫0�3㸣と

されている 1)。牛ではᇶᮏⓗにண後୙Ⰻとさ

れ、ᚰወᙧと診断された個体のࡕ࠺約 6 割ᙅ

が⏕後 1 ࣨ᭶以内にṚஸまたはẅฎ分されて

いるとの報告がある トのሙྜ、ḞᦆᏍࣄ。(2

の఩⨨により .LUNOLQϨ㸫ϫに分㢮されてい

る。 

今回、ᚰᐊ中㝸Ḟᦆ⑕と診断した⑕౛にᑐ

し .LUNOLQ の分㢮を用いてண後ุᐃを試みた

のでᴫ要を報告する。 

 

⑕ ౛ 

 ࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ✀、㞤、ᖹᡂ 2� ᖺ 10 ᭶ 23

日⏕。ᖹᡂ 2� ᖺ 11 ᭶ 16 日（23 日㱋）、ୗ⑩

で 診౫㢗があった。診察᫬に཰⦰期㞧音お

よࡧ➨ 1 音と➨ 2 音が୙明░であった。ᚰ⑌

患を疑い超音波検査を⾜った。画像診断⿦⨨

は࣐ࣛ࢖ブ࣡ࣥ࣋ット((VDRWH (XURSH %�9

♫)を用いた。検査にてᚰᐊ中㝸の膜ᵝ㒊௜㏆

に約 2�5FP のḞᦆᏍが☜認され、ᚰᐊ中㝸Ḟ

ᦆ⑕と診断した（図 1）。 

 

㻌

ᅗ 㻝㻌㻞㻟 ᪥㱋᫬に䛚䛡る㉸㡢Ἴ⏬ീ㻌

 

ண後ุᐃのため、ᮏ牛にࣄトのᚰᐊ中㝸Ḟ

ᦆ⑕のண後ุᐃに用いられている .LUNOLQ の

ᕥᚰᐊ㻌

Ћᚰᐊ中㝸Ḟᦆ

ྑᚰᐊ㻌
ྑᚰᡣ㻌

ᕥᚰᡣ㻌
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⟶内 2㎰ሙで発⏕した牛࣎ࢶリࢾス⑕の報告 

 

 

ᮧ上 ṇᾈ  ṇᮌ ୔༤  ▼஭ さࡸか  ᒾཎ ᖾ἞  前ཎ ೺ᡂ 

ụ山 ஽ 1）  ⛙ Ᏺ⏨ 2）  すᕝ ┿⍆ 3）  ΎỈ ῟ஓ 3）  高ᓮ ⥳ 3） 

す㒊ᇶᖿᐙ畜診⒪ᡤ 1）⏕産獣་⒪ᨭ᥼ࢱࣥࢭー 
2）ᒸ山┴高ᱱᐙ畜ಖ೺⾨⏕ᡤ 3）ᒸ山┴஭➟ᐙ畜ಖ೺⾨⏕ᡤ 

 

せ ⣙ 

ᙜ⟶ෆ䛾 2 ㎰ሙ䛻䛶∵䝪䝒䝸䝚䝇⑕䛜ึ䜑䛶Ⓨ⏕䛧䛯䛾䛷䛭䛾ᴫせ䜢ሗ࿌䛩䜛䚹Ⓨ⏕㎰ሙ䛿⟶ෆ⫧

⫱㎰ሙ(200 㢌つᶍ)䛚䜘䜃බඹ⫱ᡂ∾ሙ(300 㢌つᶍ)䛷䛒䛳䛯䚹⫧⫱㎰ሙ䛻䛚䛔䛶䛿 2016 ᖺ 3 ᭶ 2

᪥䜘䜚 3 ᭶ 25 ᪥䜎䛷䛻 54 㢌䛜䚸බඹ⫱ᡂ∾ሙ䛻䛚䛔䛶䛿 2016 ᖺ 3 ᭶ � ᪥䜘䜚 3 ᭶ 11 ᪥䜎䛷䛻 5 㢌

䛜Ṛஸ䛧䛯䚹⫧⫱㎰ሙ䛻䛚䛔䛶䛿∵⯋ෆᾘẘ䚸㜵㫽䝛䝑䝖䛾タ⨨➼⾜䛳䛯䚹⫱ᡂ∾ሙ䛻䛴䛔䛶䜒ฟධ䜚

ཱྀ䜈䛾ᾘ▼⅊ᩓᕸ䚸∵䛾ධ㏥∾䛾೵Ṇ䜢ᐇ᪋䛧䛯䚹3 ᭶ 4 ᪥䛛䜙୧∾ሙ䛻䛶ண㜵᥋✀䜢⾜䛔䚸3 ᭶ 12

᪥௨㝆䛾ᮏ⑕䛾Ⓨ⏕䛿ㄆ䜑䛺䛛䛳䛯䚹 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：&ORVWULGLXP ERWXOLQXP ' ᆺẘ⣲ 牛⯋内ᾘẘ ࢝ࣛス ࣡クチࣥ ࠚ 

 

 牛࣎ࢶリࢾス⑕は、࣒ࣛࢢ㝧性೫性᎘Ẽ性

の 有 ⱆ ⬊ ᱰ ⳦ &ORVWULGLXP ERWXOLQXP

（&�ERWXOLQXP）またはྠ⣽⳦が産⏕する⚄⤒

ẘ⣲（以ୗ %R17）の⤒ཱྀᦤྲྀにより発⑕する。

体内にྲྀり㎸まれた %R17 は、小⭠などのᾘ໬

⟶からᮎᲈ⚄⤒に฿㐩し、⚄⤒ఏ㐩物㉁（ア

、チࣝコリࣥ）のᨺฟをᢚไする。この⤖ᯝࢭ

➽⫗の཰⦰が㜼ᐖされ、ᘱ⦆性の㯞⑷をᘬࡁ

㉳こす。発⑕牛は後㌣㯞⑷による㉳❧୙能、

࿧྾➽の㯞⑷による࿧྾ᅔ㞴からṚஸに⮳る。

&�ERWXOLQXP は産⏕するẘ⣲のᢠཎᵓ㐀によ

り、$ ᆺから * ᆺに分㢮される。牛は୺とし

て & ᆺཬࡧ ' ᆺに高ឤཷ性を示す 1）。  

 わがᅜではࡌめて牛࣎ࢶリࢾス⑕が報告さ

れたのは、1��4 ᖺの北ᾏ㐨で、& ᆺẘ⣲によ 

るものであった 2）。2004 ᖺ以㝆はẖᖺ発⏕報

告があり、඲ᅜⓗに牛࣎ࢶリࢾス⑕がቑຍ傾

向にある 3,4）。200� ᖺ 12 ᭶には࣎ࢶリࢾス用

の࣡クチࣥが認可され、⩣ᖺ 6 ᭶にᕷ㈍が開

ጞされた。 

 ᮏ┴で牛࣎ࢶリࢾス⑕が発⏕したのは

1��8 ᖺで、& ᆺẘ⣲によるものであった。200�

ᖺには、' ᆺẘ⣲によるᮏ⑕が発⏕し、その

後ẖᖺ⥆発している 5）。しかしながら┴༡ᆅ

ᇦおいての発⏕౛はなかった。今回、ᙜᆅ༊

の 2 ㎰ሙにおいて初めてᮏ⑕が発⏕したので

その⤒㐣について報告する。 

 

ᮦᩱ�ࡧࡼ᪉ἲ 

 発⏕㎰ሙձ：⟶内の 200 㢌つᶍの⫧⫱㎰ᐙ

にて 2016 ᖺ 3 ᭶ 2 日、牛がṚにそ࠺になって

いるとの୺ッで 診౫㢗をཷけた。㉳❧୙能

およࡧ体 、⓶ のపୗ、腹ᘧ࿧྾➼の⑕≧

がぢられた。3 ᭶ 2 日より 3 ᭶ 25 日までの間

に 54 㢌がṚஸした（⾲ 1）。発⑕牛の┤⭠౽

およࡧ∾ሙ内の㔝㫽⣅౽、㣫ᩱより᥇ᮦを⾜

った。また発⑕牛のࡕ࠺ 3 㢌を⑓⌮ゎ๗した 

㎰ሙは $、%、& の 3 牛⯋でᵓᡂされており、

このࡕ࠺ $࣭% 牛⯋で発⏕した（図 1）。 

⾲ � Ⓨ⏕㎰ሙձ�ࡧࡼղ�����௜�Ṛ

ஸ�� 
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発⏕㎰ሙղ：⟶内の 300 㢌つᶍのබඹ⫱ᡂ

∾ሙにて 2016 ᖺ 3 ᭶ � 日、1 㢌の牛が㉳❧୙

能となった。3 ᭶ 11 日までにྜィ 5 㢌がᛴ性

の⤒㐣をたどりṚஸした（⾲ 1）。発⑕牛の┤

⭠౽およࡧ∾ሙ内の㔝㫽⣅౽、㣫ᩱより᥇ᮦ

を⾜った。また発⑕牛のࡕ࠺ 1 㢌を⑓⌮ゎ๗

した。Ṛஸ牛はྛࠎ⊂❧した 3 牛⯋間で発⏕

した（図 2）。 

 

� � ㎰ሙղⓎ⏕�⯋�ᑠ෇㸸� �Ṛஸ�⯋ 

኱෇㸸� �Ṛஸ�⯋� 

 

᳨ᰝ⤖ᯝ 

 発⏕㎰ሙձ：┤⭠౽およࡧ∾ሙ内の㔝㫽⣅

౽より、3&5 およ࣐࢘ࡧス腹⭍内᥋✀にて࣎

スࢾリࢶ ' ᆺẘ⣲を検ฟした。㣫ᩱ中からは

ྠẘ⣲は検ฟされなかった。⑓⌮ゎ๗を⾜っ

た 3 㢌においてはᾘ໬⟶内の඘ฟ⾑以እの⑓

ኚは認められなかった。 

発⏕㎰ሙղ：┤⭠౽より、3&5 およ࣐࢘ࡧ

ス腹⭍内᥋✀にて࣎ࢶリࢾス ' ᆺẘ⣲を検ฟ

した。㣫ᩱ࣭⎔ቃ中からྠẘ⣲は検ฟされな

かった。⑓⌮ゎ๗を⾜った 1 㢌においては㢧

ⴭな⑓ኚは認められなかった。 

 

ᑐ ⟇ 

発⏕㎰ሙձ：牛ᗋ、ᰙ➼のⅆ炎ᾘẘ、牛ᗋ、

畜⯋内ᗋ㠃࡬のᾘ▼⅊ᩓᕸ、Ṛஸ牛㞟中⟠ᡤ

ト▼⅊ሬᕸ、㣫ᵴ࣭࢘࢖࣐ࣟࢻ㣫ᵴ࿘㎶のࡸ

࢛ーࢱー࢝ッࣉのሷ⣲⣔ᾘẘ๣によるᾘẘ、

∾ሙ内に㜵㫽ࢿットのタ⨨、࢝ࣅẘ྾╔๣の

㣫ᩱ࡬のῧຍ、牛のᑟධ࣭ฟⲴの೵Ṇをᐇ᪋

した。また 3 ᭶ � 日ཬࡧ 3 ᭶ 18 日にண㜵᥋✀

を⾜った。3 ᭶ 12 日以㝆ᮏ⑕の発⏕はない。

5 ᭶ 23 日に⎔ቃ検査をᐇ᪋し、┤⭠౽、⎔ቃ

ス࣡ブ、㣧用Ỉ、ᩜᩱいࡎれからも࣎ࢶリࢾ

スẘ⣲は検ฟされなかった。 

発⏕㎰ሙղ：ฟධりཱྀ࡬のᾘ▼⅊ᩓᕸ、牛

のධ㏥∾の೵Ṇをᐇ᪋した。また 3 ᭶ 10 日お

Ⓨ⏕᪥㻌 Ⓨ⏕㎰ሙ䐟㻌 Ⓨ⏕㎰ሙ䐠㻌

㻟 ᭶ 㻞 ᪥㻌 㻢㻌 㻌

㻟 ᭶ 㻟 ᪥㻌 㻥㻌 㻝㻌

㻟 ᭶ 㻠 ᪥㻌 㻤㻌 㻌

㻟 ᭶ 㻡 ᪥㻌 㻣㻌 㻌

㻟 ᭶ 㻢 ᪥㻌 㻝㻌 㻌

㻟 ᭶ 㻣 ᪥㻌 㻟㻌 㻝㻌

㻟 ᭶ 㻤 ᪥㻌 㻢㻌 㻌

㻟 ᭶ 㻥 ᪥㻌 㻠㻌 㻝㻌

㻟 ᭶ 㻝㻜 ᪥㻌 㻟㻌 㻝㻌

㻟 ᭶ 㻝㻝 ᪥㻌 㻌 㻝㻌

㻟 ᭶ 㻝㻠 ᪥㻌 㻟㻌 㻌

㻟 ᭶ 㻞㻠 ᪥㻌 㻝㻌 㻌

㻟 ᭶ 㻞㻡 ᪥㻌 㻟㻌 㻌

合ィ㻌 㻡㻠㻌 㻡㻌

A 牛⯋㻌

600㹫㻌600㹫㻌

C 牛⯋㻌
200㹫㻌

B 牛⯋ 
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よࡧ 4 ᭶ � 日にண㜵᥋✀を⾜った。3 ᭶ 12 日

以㝆ᮏ⑕の᪂つ発⏕はない。 

 

� � 

 㐣ཤのᒸ山┴での発⏕஦౛では࢝ࣛスがឤ

ᰁ※であることが疑われている 6,�）。ᮏ⑕౛で

も㎰ሙձでは㔝㫽⣅౽から %R17 が検ฟされ

ており、⌧ሙには࢝ࣛスが多数存在していた

ため、࢝ࣛスの⣅౽からのⱆ⬊の⤒ཱྀᦤྲྀが

ཎᅉであると考えられる。 

発⏕㎰ሙձでは発⏕㢌数が多く、⿕ᐖのᣑ

大が早かった。これは࢝ࣛス⮬体が高⃰ᗘに

ởᰁされていた可能性がある。この⣅が㤿ᰦ

Წࡸ㣫ᩱ中にⴠୗし、これを⤒ཱྀᦤྲྀした牛

のࣝーメࣥ内でቑṪし、⣅౽中にฟて牛ᗋ内

でቑຍしたと考えられる。これにᑐし、発⏕

㎰ሙղでは発⏕㢌数がẚ㍑ⓗᑡ数で、ᩓ発ⓗ

であった。また発⏕ሙᡤがⅬ在しており、㣫

㣴ᙧែがᨺ∾であったことから、牛ᗋ内での

⳦のቑṪがᑡなかったと考えられる。 

 ࢝ࣛスの⛣ື㊥㞳は 10㹼20NP ⛬ᗘといわ

れている。㎰ሙձで⿕ᐖが発⏕した 2 牛⯋の

間は 600㹫、㎰ሙձと㎰ሙղの間は約 8 ੊で

あったことから、ởᰁされた࢝ࣛスが牛⯋間、

2 つの㎰ሙ間を⾜ࡁ᮶した可能性がある。 

200�㹼2013 ᖺにᒸ山┴に発⏕した牛࣎ࢶ

リ ࢾ ス ⑕ は 、 体 内 に ྲྀ り ㎸ ま れ た

&�ERWXOLQXP がቑṪし、%R17 を産⏕して発⑕

するⱆ⬊ᦤྲྀᆺであると᥎察されている 6）。

今回の 2 ஦౛のࡕ࠺、㎰ሙձではおからを⤥

୚しており、また㎰ሙղではࣛッࣞ࢖ࢧࣉー

ࢪ を ⤥ ୚ し て い た た め 、 㣫 ᩱ 中 で

&�ERWXOLQXP がቑṪしたことが疑われたが、

㣫ᩱ中からの %R17 の検ฟがなかったことか

らྠᵝにⱆ⬊ᦤྲྀᆺであると考えられる。㐣

ཤにおいてᒸ山┴内では 2010 ᖺに 36 㢌Ṛஸ

した౛がある 6）。ᮏ⑕౛において㎰ሙձでは

54 㢌Ṛஸしており、㐣ཤ᭱大の⿕ᐖ㢌数であ

る。 

 発⏕した 2 ㎰ሙについて෌発㜵Ṇにྲྀり⤌

むとともに、今後別の㎰ሙで発⏕がぢられた

ሙྜにも㎿㏿にᑐᛂでࡁるよ࠺ດめたい。 

 

����  

（1）ஂ ಖ࿘一㑻：࣎ࢶリࢾス⚄⤒ẘ⣲のᵓ㐀

とᶵ能,日獣会誌,43,5-11(1��0) 

（2）中ᓥ⩏அ,ຍ藤⫕,中ᮏៅ஧ら：北ᾏ㐨の

一㓗㎰ᐙで㞟ᅋ発⏕した牛の࣎ࢶリࢾス⑕,

ᐙ畜診⒪,3�0,13-16(1��5) 

（3）ⓑ஭ᙲே,℈ᓮᖾ一,宮㔛ಇගら：乳用牛

に㞟ᅋ発⏕した ' ᆺ࣎ࢶリࢾス⑕からのཎᅉ

⳦ の ᅜ 内 初 分 㞳 ஦ ౛ , 獣 ་ 畜 産 ᪂

報,61,3�3-3�6(2008) 

（4）᫓⏣❳ஓ,Ᏹᓮᓅᙪ,小宮ㄔ子ら：牛࣎ࢶ

リࢾス⑕と診断された乳用牛のᛴṚ஦ᨾ多発

஦౛,ᐙ畜診⒪,58,48�-4�3(2011) 

（5）1DNDPXUD .,.RKGD 7,8PHGD . HW DO：

&KDUDFWHUL]DWLRQ RI WKH '�& PRVDLF 

QHXURWR[LQ SURGXFHG E\ &ORVWULGLXP 

ERWXOLQXP DVVRFLDWHG ZLWK ERYLQH ERWXOLVP 

LQ -DSDQ�：9HWHULQDU\ 0LFURELRORJ\,140, 

14�-154(2010) 

（6）⏣ཎ⋹子,⃝⏣຾ᚿ：200� ᖺ㹼2014 ᖺに

ᒸ山┴でὶ⾜した牛࣎ࢶリࢾス⑕のゎᯒとᑐ

⟇,日獣会誌,68,62�-633(2015) 

（�）ᐩỌ⏤㤶：1 㓗㎰ᐙで発⏕した牛࣎ࢶリ

 ス⑕のᴫ要,牛Ṍ誌,56-5�(2015)ࢾ

 

 

⟶内の࿴牛⦾Ṫ㎰ᐙでぢられた⹫ᙅ子牛⑕ೃ⩌の一౛ 

 

 

Ᏹ㔝 進  ᳃⏣ ᗣᗈ 

┿ᗞᐙ畜診⒪ᡤ 

 

せ ⣙ 

ᮏ⑕౛は㞝の㯮ẟ࿴✀子牛であり、2 日㱋より㉳❧୙能、胎౽೵⁫、⫵炎、Ἶ≧㹼Ỉᵝ性ୗ⑩

➼の多ᵝな⑕≧を࿊し、㐃日のຍ⒪で、一᫬回復するも៏性⤒㐣を㎺り➨ 31⑓日にṚஸした。⑓

性㚷ᐃの⤖ᯝ、๗検においてⓑⰍ໬した⭁⮚、➨୕⫶粘膜㠃の⼥ゎ、➨୕⫶₢膜㠃に多数の⮋⒆

ᙧᡂ➼を認め、⤌⧊Ꮫⓗに⭁⮚⤌⧊のᔂቯ、㠀໬⮋性➨一⫶炎、┿⳦を認めたቯṚ性໬⮋性➨୕

⫶炎、໬⮋性㧊膜⬻炎➼が認められた。ᮏ⑕౛には୙可ゎなⅬも多く、今後 :&6 についてさらに

検討する必要がある。 

࠙࢟ー࣡ーࢻ：⹫ᙅ子牛⑕ೃ⩌ࠚ 

 

⹫ᙅ子牛⑕ೃ⩌（ZHDN FDOI V\QGURPH �:&6）

とは、့乳ḧῶ㏥ࡸ㉳❧ᅔ㞴などの⹫ᙅ⑕≧

の⥲⛠であり、発⑓のཎᅉを⮫ᗋⓗに特ᐃで

⭵⑌⓶ࡧないものをᣦす。⫵炎、⭠炎およࡁ

患など、ឤᰁ⑕のే発⋡࣭⥅発⋡がࡁわめて

高い 1)。 

今回、:&6 を発⑕して៏性⤒㐣を㎺ったᮎ

Ṛஸし、๗検において特ᚩⓗᡤぢがᚓられた

⑕౛に㐼㐝したのでそのᴫ要を報告する。 

 

⑕౛�ᴫせ�ࡧࡼ⤒㐣 

 ᮏ⑕౛は、⟶内の࿴牛⦾Ṫ㎰ᐙにてᖹᡂ 28

ᖺ 4᭶ 12日に⏕まれた㞝の㯮ẟ࿴✀子牛であ

る。ẕ牛の初産産子であり、ᑿ఩上胎向のた

め畜୺により≌ᘬ࣭娩ฟされた。娩ฟ後、子

牛はάຊがあり、㣧乳するのを畜୺が☜認し

ている。4 ᭶ 13 日、⾶ᙅしているとのことで

 診౫㢗。初診᫬、体  38�8Υ、ᚰᢿ数 120

回�分、࿧྾数 42 回�分、㉳❧୙能、胎౽೵⁫、

⬺Ỉ、඲㌟の➽⫗の⬺ຊを࿊したため、⿵液

๣࣭࣑ࣥࢱࣅ ( 〇๣➼ᢞ୚、ᾃ⭠を⾜い、➨

3 ⑓日には⑕≧㍍ῶし、⤒㐣観察となった➨ �

⑓日、෌ࡧ㉳❧୙能とのことで 診౫㢗あり。

体  40�5Υ、ᚰᢿ数 120 回�分、࿧྾数 66 回

�分、⾶ᙅ、⬺Ỉ、ᅄ⫥ᨺฟ、࿧྾ᅔ㞴、➨ᅄ

⫶ᕥ᪉ኚ఩、Ἶ≧౽を࿊すため、⿵液๣࣭ᢠ

⏕๣➼をᢞ୚し、ኚ఩した➨ᅄ⫶をࣟーリࣥ

➨、にてᩚ復するもࢢ 10 ⑓日においても腹㒊

࢞ス貯留のほか、発⇕、⫵㞧音を࿊す。➨ 11

⑓日以㝆、⑕≧㍍ῶし➨ 12 ⑓日にて⤒㐣観察

とする。➨ 15 ⑓日、㉳❧୙能、発⇕、⫵㞧音、

⬺Ỉを࿊す。さらに➨ 16 ⑓日以㝆Ἶ≧㹼Ỉᵝ

ୗ⑩を࿊す。➨ 2� ⑓日にかけて㐃日⿵液๣࣭

ᢠ⏕๣ᢞ୚を中ᚰとした἞⒪を⾜い、⫵炎⑕

≧はᨵၿされたものの、ୗ⑩は⥆いた。ຍ⒪

により次➨にάຊቑຍするも、➨ 30 ⑓日、体

  36Υ、ᚰᢿ数 60 回�分、㉳❧୙能、⭉ᩋἾ

≧౽᤼ἥと、ண後୙Ⰻのため἞⒪中Ṇし、⩣

➨ 31 ⑓日早ᮅにṚஸした。ᮏ⑕౛の⤒㐣は⾲

1 に示した。ཎᅉ✲明のため、┿ᗞᐙ畜ಖ೺

⾨⏕ᡤにᦙධし、⑓性㚷ᐃをᐇ᪋した（図 1）。 
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一つしてとしてࢯ࢖アࣝࢩ W51$ ྜᡂ㓝⣲

（,$56）␗ᖖ⑕が報告されており、ࣃࣥࢱク

㉁ྜᡂ能の୙調から多ᵝなᶵ能㞀ᐖをᘬࡁ㉳

こすと考えられている 5,6）。ᮏ⑕౛についても

⣔⤫ⓗに ,$56 ␗ᖖ⑕の関୚も考えられるが、

今回⢭査を⾜っておらࡎ୙明である。 

⹫ᙅ子牛は、ప⾑⢾、㈋⾑➼特ᚩⓗな⾑液

ᡤぢを示すことが報告されている 1,�）。また、

初産牛の子牛は、⤒産牛の子牛とẚ㍑し、ฟ

⏕後から㈋⾑傾向とື⬦⾑㓟⣲ྵ㔞のపୗが

ᣢ⥆することが示唆されている 8)。以上のよ

な⫼ᬒがあるため、⹫ᙅ子牛の἞⒪にᙜた࠺

る㝿は、⾑液検査などを⾜い個体の≧ែをᢕ

ᥱした上で㐺ษな἞⒪ἲを㑅ᢥし、ⓗ☜なண

後ุᐃを⾜っていく必要がある。また、発⫱

୙Ⰻを示す౛が多いため 1）、ሙྜによっては

Ὲửも検討すࡁ࡭だと考えられた。 

:&6 子牛においては៏性⤒㐣を㎺るሙྜが

多く、἞⒪を⥆けるሙྜにおいても㐃日ᢠ⏕

物㉁をᢞ୚することの᫝㠀、⤒㐣中の㣫㣴⟶

⌮をどのよ࠺に⾜っていくࡁ࡭かなど、今後

ྠᵝの⑕౛を⵳✚して検討していく必要があ

る。 

 

ㅰ㎡  

᭱後に、ᮏ研✲を進めるにあたり、ࡈ༠ຊ

㡬いた➲ᑿᾈྐඛ⏕（┿ᗞᐙ畜ಖ೺⾨⏕ᡤ）

ならࡧにỈ上ᬛ⛅ඛ⏕（ᒸ山ᐙ畜ಖ೺⾨⏕ᡤ 

⑓性㚷ᐃㄢ）にཌくᚚ♩⏦し上ࡆます。 

 

���������  

（1）Ἠ㈼一, ᯈᶫஂ㞝, 上⏣ᏹ一㑻ら� 子牛

の科Ꮫ, チクࣥࢧฟ∧♫, �8-103(200�) 

（2）Ⲉᮌ⩏ᘯ, ಖᮏ᭸ᏹ, 小ᕝᐶ大ら� ⹫ᙅ

㯮ẟ࿴✀子牛のᚰወᙧ 2 ౛, ᗈᓥ┴獣་Ꮫ会

㞧誌, θ25, 1�-20(2010) 

（3）高⏿ᖾ子, ༓ⴥṇᐶ, ἟ὠᩗ἞ら� ⹫ᙅ

子牛に認められた⭈⮚ᙧᡂ␗ᖖ, ᐙ畜⮫ᗋ, 

2�(1), 1-6(2004) 

（4）0DVDNL 7DNDVX, .LQML 6KLURWD, <DVXQRUL 

2KED, HW DO� 7K\PLF +\SRSODVLD LQ -DSDQHVH 

%ODFN &DOYHV ZLWK 6WLOOELUWK�3HULQDWDO 

:HDN &DOI V\QGURPH, -� 9HW� 0HG 6FL, �0(11), 

11�3-11��(2008) 

（5）7DNDVKL +LUDQR, 1DRKLNR .RED\DVKL, 

7DPDNR 0DWVXKDVKL, HW DO� 0DSSLQJ DQG 

([RPH 6HTXHQFLQJ ,GHQWLILHV D 0XWDWLRQ LQ 

WKH ,$56 *HQH DV WKH &DXVH RI +HUHGLWDU\ 

3HULQDWDO :HDN &DOI 6\QGURPH, 3/R6 21( 8, 

5, H64036(2013) 

（ 6 ） 5REHUW .RSDMWLFK, .HL 0XUD\DPD, 

$QGUHDV 5� -DQHFNH, HW DO� %LDOOHOLF ,$56 

0XWDWLRQV &DXVH *URZWK 5HWDUGDWLRQ ZLWK 

3UHQDWDO 2QVHW, ,QWHOOHFWXDO 'LVDELOLW\, 

0XVFXODU +\SRWRQLD DQG ,QIDQWLOH 

+HSDWRSDWK\, 9ROXPH ��, ,VVXH 2, 

414-422(2016) 

（�）小ᙧⰾ⨾, 高ᶫᾈྜྷ, 㜿㒊ᾈஅら� 㯮ẟ

࿴✀⹫ᙅ子牛の⾑液性≧およࡧẕ牛との関ಀ, 

日獣会誌, 50, 253-25� (1���) 

（8）向஭┿▱子㸪大ሯᾈ㏻㸪⏣波⤮㔛㤶ら� 㯮

ẟ࿴✀初産産子におけるฟ⏕後のື㟼⬦⾑液

࢞ス分ᅽཬࡧ⾑液検査್のኚ໬, 日獣会誌, 

65, 1�3-1�8(2012) 
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ⱝᵳ ᣅྖ  ᮡ山 ᐃ  高ᒸ ளἋ子  ᶫ⏣ 明ᙪ 1)  Ỉ上 ᬛ⛅ 2) 

ᘅ℩ ཭⌮ 2)  㛛⏣ ⪔一 3)  ➉ᔱ ఙஅ㍜ 4)  間 㝧子 4)   

ᒸ山┴㎰ඹ㐃北㒊ᇶᖿ診 1)ᒸ山┴஭➟ᐙ畜ಖ೺⾨⏕ᡤ 
2)ᒸ山┴ᒸ山ᐙ畜ಖ೺⾨⏕ᡤ ᐙ畜⑓性㚷ᐃㄢ 

3)(⊂)ື物⾨⏕研✲ᡤ 北ᾏ㐨ᨭᡤ 4)(⊂)⌮໬Ꮫ研✲ᡤ 

 

せ ⣙ 

牛ⓑ⾑⑓はᆅ᪉⑓ᆺ((%/)とᩓ発ᆺに分㢮される。(%/ はዲ発ᖺ㱋が 3ṓ以上とされているが、

今回、約 4࢝᭶㱋で (%/ と診断した⑕౛に㐼㐝した。ヱ牛はᖹᡂ 2�ᖺ 5᭶ 28 日⏕まれの஺㞧✀

の㞝、134 日㱋に඲㌟のリࣥࣃ⠇(ὸ⪥ୗ⭢リࣥࣃ⠇、ୗ㢡リࣥࣃ⠇、ὸ㢕リࣥࣃ⠇、⭠㦵ୗリࣥ

⠇)の⭘⬽を認めた。168ࣃ 日㱋では、ྛ 体⾲リࣥࣃ⠇は᭦に⭘⬽し、⾑液検査では :%&�104,000�

ȣO(␗ᆺリࣥࣃ⌫�約 8�㸣)、⾑Ύ中 /'+�4,��28�/ を࿊した。๗検ᡤぢでは体⾲リࣥࣃ⠇およࡧ

腹⭍内のྛリࣥࣃ⠇がⴭしく⭘⬽していた。⤌⧊Ꮫⓗ検査では、ྛ⮚ჾ࣭ྛリࣥࣃ⠇において大

ᆺのኚᙧをక࠺リࣥࣃ⌫ᵝ⣽⬊のᾐ₶ࡸᅛ有ᵓ㐀のᾘኻ、⣽⬊分⿣像を多数認めた。ච␿⤌⧊Ꮫ

ⓗ検査ではྛ⮚ჾ࣭リࣥࣃ⠇における⭘⒆⣽⬊がᢠ &'5 ᢠ体、ᢠ &'20 ᢠ体、ᢠ &'��Șᢠ体に㝧

性であった。QHVWHG 3&5 ἲ、5HDO-WLPH 3&5 ἲではྛ⮚ჾ࣭リࣥࣃ⠇において %/9 㑇ఏ子㝧性を

認めた。&R&R0R-T3&5 ἲでは、⾑中におけるࣝ࢖࢘ࣟࣉス㔞が �8,462FRSLHV�10 ୓⣽⬊を࿊した。

以上の⤖ᯝからᮏ⑕౛は (%/ であるものと診断した。また、ᐟ୺ᅉ子の一つである %R/$ 㑇ఏ子の

検⣴では %R/$-'5%3㸨1101�㸨1601 を認めた。⒴໬の進ᒎにはᐟ୺ᅉ子のస用が必要であるが、ᮏ

⑕౛は%R/$㑇ఏ子だけでなく、⒴ᢚไ㑇ఏ子S53のኚ␗など௚の要ᅉもస用したものと᥎ した。 

࠙࢟ー࣡ー1%：ࢻ⣽⬊,%R/$ 㑇ఏ子,&R&R0R-T3&5,(%/,ᢠ &'5 ᢠ体ࠚ 
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1�発⏕㎰ሙおよࡧ発⑕牛のᴫ要 

ヱ牛は௚┴の約 500 㢌つᶍの㓗㎰ᐙで⏕産

されたᖹᡂ 2�ᖺ 5᭶ 28日⏕まれの஺㞧✀(㯮

ẟ࿴✀㞝�࣍ࣝスࣥ࢖ࢱ✀㞤)の㞝で、཮子で

娩ฟされた。その後、ᖹᡂ 2� ᖺ 6 ᭶ 14 日(1�

日㱋)に⟶内⫧⫱㎰ᐙにᑟධされた。ᖹᡂ 2�

ᖺ 10 ᭶ � 日(134 日㱋)に඲㌟のリࣥࣃ⠇が⭘

れているとのことで 診。➨ 1⑓日、体  40�0

ᗘで、άຊࡸࡸ୙᣺、Ẽ⟶ᨭ࿧྾音⢒ບを࿊

し、ὸ⪥ୗ⭢リࣥࣃ⠇、ୗ㢡リࣥࣃ⠇、ὸ㢕

リࣥࣃ⠇、⭠㦵ୗリࣥࣃ⠇が୧ഃ性に⭘⬽し

ていた(図 1)。 
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